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＊ はじめに 
 岡山県総合教育センターでは，特別支援学級を初めて担任する教員を対象とした研修講座を開

講しています。その講座を運営していく中で，度々，受講者の様々な悩みや不安を聞くことがあ

りました。 

 

 子どもの実態をどう理解すればよいのか，そして，どのように関わればよいのか。また，どの

ように時間割を組み立て，どのように学習を進めていけばよいのか。「自立活動」や「生活単元

学習」といった通常の学級にはなかった指導はどのようなものなのか…。 

 

 これらの悩みは，決して一部の教員のものではなく，多くの教員に共通の悩みであると思いま

す。しかし，困ったときにすぐに相談できる相手が校内にいない場合もあります。そこで，岡山

県総合教育センターでは，平成２４年２月に特別支援学級の担当教員の疑問や悩みに応えたいと

考え，「特別支援学級担任のためのハンドブック」を作成しました。 

 

 その後，３年が経過し，改めてハンドブックの内容を見直すとともに，平成２６年度の当セン

ター特別支援教育部共同研究において発刊した「自立活動ハンドブック―知的障害のある児童生

徒の指導のために―」の内容を盛り込んで，「特別支援学級担任のためのハンドブック増補版」

を作成しました。巻末に自立活動の手順編と実践編を加え，自立活動の指導に関する詳細な情報

を掲載しています。ぜひ，傍らに置いてご活用ください。 

 

 本ハンドブックが，特別支援学級に在籍する子どもの成長を支える一助となれば幸いです。 
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１ 特別支援学級担任になって 
（１） １年間の主な学級事務 

 特別支援学級担任になって，４月当初は，当面の指導の計画を立てるとともに，１年間の学級
の事務を見通しておくことが必要です。ここでは，まず，１年間の主な学級事務を確認します。 

主な学級事務（参考例） 
４ 月 □指導要録の整備    □出席簿の作成   □週時程表の作成 

□個別の教育支援計画の確認 □年間指導計画の作成 

□個別の指導計画の作成   □教室環境の整備 

□通学路，通学方法の確認  □交流及び共同学習の打合せ 

□参観日，家庭訪問の計画  □学級だよりの作成 

□小・中学校学習指導要領の確認   

□特別支援学校学習指導要領，解説（総則等編・自立活動編）の確認
（必要に応じて購入）    □学級経営案の作成 

◆子どもの様子の記録 
・ 行動を記録する際

には，その行動が起
こる前後の状況も記
録しておきましょう。
行動の背景要因を探
る手がかりとなりま
す。 

・ 綿密な記録は，外
部専門家に支援を依
頼する際にも有効な
情報となります。も
ちろん，通知表や指
導要録記入の際にも
役立ちます。 

・ 記録をとることは
労力を要しますが，
結果的には自分を助
けることになります。 

 

◆進路情報の収集 
・ 年間を通じて，高

等学校等の進路情報
や入学説明会の情報
を収集しておきます。 

 

５ 月 □通知表の検討       □就学奨励費等の事務  

□運動会（春）の計画    □春の遠足（校外学習）の計画 

６ 月 □職場実習の打合せ     □宿泊学習の準備 

□次年度使用教科書の届け出 □教育センター研修の確認 

７ 月 □保護者会の開催    □通知表の記入   □水泳指導の準備 

□休業中の課題作成   □１学期の指導記録のまとめ 

□１学期の作品の整理  □休業中の研修計画 

８ 月 □指導計画の見直し     □教室環境の見直し 

□教材研究         □研修への参加 

９ 月 □運動会（秋）の計画    □文化祭の計画 

□陸上記録会等対外行事への参加に関わる計画・準備 

１０月 □校内公開授業の計画    □秋の遠足（校外学習）の計画 

□修学旅行の計画      □学習発表会の計画 

１１月 □就学時健康診断      □校内就学指導委員会 

１２月 □保護者会の開催      □通知表の記入   

□休業中の課題作成     □２学期の指導記録のまとめ 

□２学期の作品の整理    □進路決定のための保護者との面談 

１ 月 □次年度の教育課程編成   □文集作りの計画 

２ 月 □卒業関連事務       □指導の評価 

３ 月 □３学期の指導記録のまとめ □３学期の作品の整理   

□文集の完成        □１年間の指導の評価 

□通知表と指導要録の記入  □次年度交流及び共同学習計画の立案  

□指導記録のまとめ     □次年度への引き継ぎ文書の作成 
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□ 出席簿・名簿の作成 

 ・ 氏名の読み方の確認 

 ・ 兄弟姉妹の確認 

□ 教室環境等の整備 

 ・ 靴箱，傘立て，ロッカー，机，いす等の準備（場合によっては交流学級にも設置） 

 ・ 机やいす，パーティション等の配置 

 ・ 子どもの動線に応じた備品の配置や視覚的な表示等の設置 

 ・ 刺激過多にならない程度の教室の装飾 

□ 教科書等の配付準備 

□ 学級事務用品の整備 

□ 学級だより（通信）の作成 

 ・ 担任の自己紹介，抱負，当初の予定等 

（２） ４月第１週にしておきたいこと 

 特別支援学級を担任することが分かってから，始業式までに，何をしておけばよいのでしょう
か。 

 子どもにとっても，保護者にとっても，安心して新学期を迎えることができるように，次のこ
とについて準備や確認をしておきましょう。 

① 始業式までの準備 

準備すること 

確認すること 
□ 子どもの実態把握 

 ・ 障害の状態 

 ・ 健康面の状態 

 ・ 個別の教育支援計画，個別の指導計画，前担任からの引き継ぎ，指導要録，医療機関等 

  の所見，検査結果等のチェック 

 ・ 家庭環境 

□ 教室の安全点検 

 ・ 机，いすの高さの調節や破損の有無 

 ・ 落下物，突起物，窓等 

□ 通学路や通学方法 

 ・ 登校班，保護者の付き添いの有無 

 ・ スクールバス利用の有無や通学上の安全面の特記事項 

 ・ 子どもの動線に応じた危険箇所等 

□ 登校後の動き 

 ・ 子どもの迎え方 

 ・ 靴箱から教室に移動するまでの配慮の有無 

 ・ 交流学級との関わり方（朝の会，帰りの会は特別支援学級で行うのか交流学級で行うの 

  か，荷物は特別支援学級に置くのか交流学級に置くのか等） 
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 保護者に確認すること 
□ 始業式・入学式参加に当たって配慮が必要な点等  

□ 健康面，行動面で配慮が必要な点等 

□ つながりのある関係機関  

 校内の先生方に確認・協力を依頼すること 
□ 子どもの実態に関する全教職員の共通理解 

 ・ 障害特性等 

 ・ 保護者の願い  

□ 職員会議等で，子どもの実態や学校行事への参加についての基本的な方向性の確認 

□ 時間割編成における協力・配慮のお願い 

ちょっとひと息… 
－な～るほど，その支援！－ 

 ①は，休憩時間にしておくこ
と（赤白帽をかぶること，トイ
レに行くこと）をマークにして
分かりやすくしています。 

 ②は，机の位置の基準をテー
プで示していますね。 

 ③は，机の上での教科書や
ノート，筆箱の置き方をすぐに
見える位置に掲示しています。 

１ ２ 

３ 

※写真は「わくわく算数２上」株式会社新興出版社啓林館(2008)， 

「あかねこ計算スキル３年」光村教育図書(2008)のものを使用しています。 
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② 始業式・入学式での配慮 

 始業式・入学式は，子どもにとっても保護者にとっても，期待と不安でいっぱいだと考えられ
ます。また，特別支援学級に在籍している子どもの中には，こういった儀式的行事が苦手な子ど
ももいます。子どもの個々の実態に沿った一日の動きを想定し，必要な支援や関わり方を学校全
体で確認しておきましょう。 

□ 幼稚園，保育所等からの情報収集 

□ 保護者への確認 

 ・ 健康面についての配慮事項 

 ・ 事前リハーサルについて（来ていただく方向で） 

 ・ 式のプログラム 

 ・ 並び順 

 ・ 座席  

 ・ 動作，動線 

 ・ 支援者の位置（必要性の有無も含めて） 

 ・ ハプニングの際の対応 

 ・ 支援ツール（見通しカード，動きの手がかりとなる目印等）の必要性の有無 

□ 支援ツールの作成 

準備すること 

校内で共通理解すること 
□ 個々の子どもの実態 

 ・ 障害特性や状態像 

 ・ 式参加に関して予想される状態像 

□ 式前後の動き 

 ・ 迎え 

 ・ 教室への移動 

 ・ 待機 

 ・ 交流学級との関わり 

 ・ 保護者の動き等 

□ 入退場 

 ・ 特別支援学級か交流学級か 

 ・ 付き添いの有無 

□ 座席 

 ・ 位置 

 ・ 前後左右の子どもの確認 

 ・ 支援者の有無 

□ 呼名 

 ・ 呼名者 

 ・ 呼名の仕方 

□ ハプニング 

 ・ パニックや発作等への対応 

□ 登校後の動き 

 ・ 子どもの迎え方 

 ・ 靴箱から教室に移動するまでの配慮の有無 

 ・ 交流学級との関わりのもち方（学習用具等の置き場所は特別支援学級か交流学級か等） 
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③ 基本となる日課の作成 

 登校してから下校するまでの基本となる日課を作りましょう。この一日の流れを基本として，
一週間の学校生活の流れを工夫していくとよいでしょう。 

 基本となる日課作成の前提 
 昨年度から継続している学級であれば，既に今年度の基本的な日課や週日課が計画されてい
ることが多いので，それを基に必要に応じて子どもに合ったものに変えていきます。 

 新設の学級でも，入級する子どもの実態を考慮した日課が組まれていると思います。もし，
はっきりとしたものがない場合は，子どもにゆっくりと付き合いながら，学校生活のリズムが
つかめるように活動を組み立てていきましょう。 

 生活リズムをつくる 
・ 登校から下校まで，子どもが見通しをもって生活できるように，一定の基本的な流れがあ 

 ることが大切です。 

・ 朝のスタートは，ゆっくりとした気持ちで始まるようにします。 

・ 子どもの興味・関心のある活動を，午前と午後にそれぞれ一つは設定する等，子どもの実 

 態に合わせて工夫しましょう。 

 柔軟性のある日課 
・ 小学校低学年の子どもは，その日によって情緒面や体調が異なることがあります。子ども 

 の状態に合わせて変更できる柔軟性のあるものがよいでしょう。 

・ 交流学級への参加の仕方は学校によって異なります。多くの時間を交流学級で過ごしてい  

 る場合は，子どもが疲れたり，飽きてきたりすることもあります。教室から出て，少し気分 

 転換を図ることが必要な場合もあります。 

・ 小学校高学年では，昨年度までの流れがしっかりと定着し，見通しをもって行動できる子 

 どももいます。実際には，昨年度までの日課を確認しながら，今年度の日課の工夫をするの 

 もよいでしょう。 

活  動 確 認 事 項 
朝の会 

・ 交流学級，特別支援学級のどちらに行くのか，ランドセルやカバン，学習用具等はどち 

 らに置くのか，朝の会は両方で行うのか等，交流先の学級とのスケジュールを確認してお 

 きます。 

学習活動 
・ 交流及び共同学習で実施する教科等を確認します。 

・ 学級の活動では，子どもが意欲的に活動できるよう，興味・関心や得意なことを踏まえ 

 て学習活動を工夫します。 

給  食 
・ 給食の場所を交流先の学級にするか，特別支援学級にするか，前年度の様子を参考にし 

 ながら設定します。 

帰りの会 ・ 交流学級，特別支援学級のどちらで行うのかを確認しながら設定します。 

 始業式・入学式が終わると，多くの学校では，臨時の時間割で授業が進むことがあ
ります。子どもや保護者が安心できるように，学校の予定を考えながら，２週間程度
の臨時の時間割を作っておくことが必要です。 
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 前担任からの引き継ぎ 
 継続の学級である場合，関係書類の引き継ぎとともに，前担任と直接打合せを行いましょう。  

 新設の場合は，関係機関からの入学（転入）書類を確認しましょう。そして，入級前の学校
や園の担当者とできるだけ早く打合せをし，情報を得るようにしましょう。 

 指導要録の整備・記入 
・ 「学籍の記録」については，通常の学級と同様に記入します。 

・ 「指導の記録」については，教育課程に応じて検討します。 

 ※ 特別支援学級の様式を利用して，記入しましょう。 

・ ４月当初は，「学籍の記録」の必要事項，「指導の記録」の児童生徒氏名や学級編制，入 

 学時の状態（新入学の場合）について記入します。 

 出席簿・名簿・連絡網の作成 
 通常の学級と同様です。 

 その他，４月当初にしておくべき学級事務を見通しておきましょう。できるだけ早めに取り組
んでおくと，スムーズな学級運営につながります。 

 ゴム印等の事務用品の確認 
 ゴム印の氏名の確認をしましょう。新設の学級の場合は，事務用品等を早めに確認，準備し
ましょう。 

 健康診断票，歯の検査票，家庭環境調査票等の確認 
 通常の学級と同様です。 

 学級費や教材費の会計事務 
 消耗品や交流学級での教材費等の取り扱いについて確認しておきましょう。（場合によって
は，子どもの教材が前年度から注文されていることがあるので注意が必要です。） 

（３） その他４月当初の学級事務等 

① 学級事務 
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② 週時程の作成 

 特別支援学級では，子どもの障害の状態によっては，通常の学級の教育課程を適用することが
適切でない場合があります。その場合には，特別の教育課程を編成することができます（→「３ 

教育課程」参照）。週時程を作成するためには，前年度に教育委員会に届け出た教育課程がどの
ように編成されているかを確認する必要があります。 

（１） 実態把握 

（２） 指導内容，指導の形態の決定 

（３） 授業時数の配分 
（４） 時間割の作成 

週時程作成の手順 
★ 学級担任として，まず，子どもの実態に関する情報を整理します。 

 ・ 学年相当の学習が困難であると予想される教科は何か。 

 ・ 交流及び共同学習で履修可能な教科は何か。 

 ・ 下学年の教科内容で履修可能な内容は何か。 

 ・ 知的障害特別支援学校の各教科等を取り入れた方がよいものは何か。（知的障 

  害特別支援学級のみ。） 

 ・ 知的障害特別支援学校の各教科を，教科ごとに指導を進めていくよりも，教科 

  等を合わせて指導した方が子どもにとって学習しやすいものは何か。（知的障害 

  特別支援学級のみ。） 

 ・ 着替え，食事，排泄等身辺処理の状況はどうか。 等 

★ 実態把握の結果を踏まえて，次に，「どんな指導内容を取り上げるか」更には 

 「指導の形態をどのようにするか」を考えます。 

 ・ 子どもの実態に応じて，教科の系統性を踏まえながら，教科学習を設定します。 

  このとき，交流及び共同学習はどのように実施するかも合わせて検討します。 

 ・ 知的障害がある場合には，各教科等を合わせた指導の導入を検討していきます。 

  （知的障害特別支援学級のみ。） 

★ それぞれの教科等に，どの程度の時間数を配分するか考えます。 

★ 時間割の作成に当たっては，次の点に配慮しましょう。 

 ・ 子どもに分かりやすい表示の仕方をしましょう。（例：「自立活動」→「のび 

  のびタイム」等）  

 ・ 交流及び共同学習については，子どもにとって必要な内容を十分吟味して取り 

  組むことが大切です。場合によっては，題材による「期間限定参加」も考えられ 

  ます。交流学級の担任，保護者の理解・協力を得ながら決定します。 

 ・ 特別教室の割り当て等は，可能な範囲で，調整する段階から，特別支援学級が 

  使いやすいように考慮，検討してもらうことが大切です。 
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③ 学級経営案の作成 

 学校や学年の目標に即し，子どもの障害の状態及び特性等を考慮して，年間を通しての学級経
営の目標や方針を明確にし，計画を作成します。 

 学級経営案の形式 
 まずは，各校のスタイルに基づいて記入します。 

 子どもの状態が十分に書きづらい形式の場合は，学級独自の形式を考え，記入していくことが
必要になります。また，特別支援学級の学級経営案の特徴として，「交流及び共同学習」をどう
進めていくかという方針についても，盛り込む必要があります。 

 作成に当たってのポイント 
どのような子どもなのか 

 

   ・個々の子どもの実態 

   ・集団としての学級の実態 

   ・取り巻く環境    等 

 どのような子どもに   
  育てていきたいのか 

 

    ・本人の願い 

    ・保護者の願い 

    ・教師の願い 等 

そのためにどうするのか 
 

・教育課程   ・指導計画   ・交流及び共同学習 

・家庭や地域との連携  ・学期ごとの計画の修正    等 

 

学級目標 
 目指す子ども像，子どもの姿 学期ごとの評価 

１学期 ２学期 ３学期 

経営の方針，経営の重点，達成目標等 
反省及び変更点 

１学期 ２学期 ３学期 

学級の実態 

 子ども個々の実態（個別に記入する） 

反省及び変更点 

１学期 ２学期 ３学期 

経営の具体的実践事項 項目ごとの反省と評価，次年度への申し送り等を記入 

（主に以下の項目について記入する） 

・学習面 

・生活面 

・特別活動，学校行事，集会への参加の仕方 

・健康安全 

・教室環境，備品 

・交流及び共同学習の方針 

・家庭，地域との連携 

・その他，特記事項 等 

学級経営案の項目例 
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1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

第

1

学

年

第

4

学

年

第

2

学

年

第

5

学

年

第

3

学

年

第

6

学

年

第

1

学

年

第

4

学

年

第

2

学

年

第

5

学

年

第

3

学

年

第

6

学

年

区分

学年

児　童　氏　名

6

授業日数

出席停止・

忌引等の日数

欠席日数 出席日数 備　　　　　考

出　　　　　欠　　　　　の　　　　　記　　　　　録

4

5

出席しなければ

ならない日数

1

2

3

行　　　動　　　の　　　記　　　録

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

学　　年項　　目

基本的な生活習慣

学　　年

健康・体力の向上

自主・自律

責任感

勤労・奉仕

公正・公平

思いやり・協力

生命尊重・自然愛護

項　　目

入学時の障害の状態自　　立　　活　　動　　の　　記　　録

創意工夫 公共心・公徳心

音楽表現の創意工夫

生活への関心・意欲・態度

様式２　（指導に関する記録）

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

造形への関心・意欲・態度

発想や構想の能力

創造的な技能

音楽表現の技能

鑑賞の能力

音楽への関心・意欲・態度

観察・資料活用の技能

社会的事象についての知識・理解

自然事象への関心・意欲・態度

科学的な思考・表現

65

654

学　　年

各　教　科　の　学　習　の　記　録

Ⅰ　　　観　点　別　学　習　状　況

3 4

1 2

外　国　語　活　動　の　記　録

学　　級

整理番号

区分 学年 3児　童　氏　名 学　　校　　名

5 6

活動や体験についての思考・表現

身近な環境や自分についての気付き

学年 教科

Ⅱ　　　　　評　　　　　定

体育社会 算数

3

4

言語についての知識・理解・技能

運動や健康・安全についての思考・判断

生活の技能

家庭生活についての知識・理解

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

鑑賞の能力

言語や文化に関する気

付き
社会的事象への関心・意欲・態度

国語への関心・意欲・態度

話す・聞く能力

書く能力

読む能力

観点 学年

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度

外国語への慣れ親しみ

1 2

数学的な考え方

数量や図形についての技能

数量や図形についての知識・理解

社会的な思考・判断・表現

5

6

家

　

　

庭

体

　

　

育

運動の技能

健康・安全についての知識・理解

家庭生活への関心・意欲・態度

生活を創意工夫する能力

国語 理科 音楽 図画工作 家庭

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録算数への関心・意欲・態度

国

　

　

　

語

社

　

　

会

算

　

　

数

理

　

　

科

音

　

　

楽

図

画

工

作

生

　

活

5

　学　習　活　動　 　観　　点　 評　　価

3

学年

4

6

内　　容

学級活動

学　年観　点

学校行事

特　別　活　動　の　記　録

61 2 3 4 5

児童会活動

クラブ活動

教科 観　　点

④ 出席簿，指導要録の作成 

 出席簿については，通常の学級と同じ様式のものを使用し，記載についても同じです。 

 指導要録については，様式１「学籍に関する記録」は通常の学級も特別支援学級も同じ様式で
す。様式２「指導に関する記録」については，実際の様式を参照しながら，記入上留意すべき点
を確認しておきます。ただし，記述に関する詳細については，所管する教育委員会に相談してく
ださい。 

小学校自閉症・情緒障害特別支援学級の場合（例示） 

 児童によって，当該学年ではなく，下学年対応で指導している場合について
は，指導している学年（下学年）を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」
に記入した上で，指導している学年（下学年）の規準で評価を行います。 

 例えば，所属学年は第５学年。算数は第３学年を指導している場合，その旨
を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に記述し，第３学年の評価規準で
評価を行うことになります。 

 「自立活動の記録」の欄には，指導の
目標，指導内容，指導の結果の概要等を
記述します。その際には，個別の指導計
画における指導の目標，指導に関する記
録を踏まえた記述になるよう留意します。 
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児 童 氏 名 

  

  

行  動  の  記  録 入学時の障害の状態 

第
1
学
年 

  

第
4
学
年 

    

第
2
学
年 

  

第
5
学
年 

  

第
3
学
年 

  

第
6
学
年 

  

総 合 所 見 及 び 指 導 上 参 考 と な る 諸 事 項 

第
1
学
年 

  

第
4
学
年 

  

第
2
学
年 

  

第
5
学
年 

  

第
3
学
年 

  

第
6
学
年 

  

出     欠     の     記     録 

  区分 
授業日数 

出席停止・ 出席しなければ 

欠席日数 出席日数 備     考 
学年   忌引等の日数 ならない日数 

1             

2             

3             

4             

5             

6             

様式２ （指導に関する記録） 

児 童 氏 名 学  校  名 区分  学年 1 2 3 4 5 6 

    学  級             

整理番号             

  

各 教 科 ・ 特 別 活 動 ・ 自 立 活 動 の 記 録 

    
学年 

1 2 3 4 5 6      

教科等   

生 

活 

            

国 

語 

算 

数 

音 

楽 

図
画
工
作 

体 

育 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

小学校知的障害特別支援学級の場合（例示） 

様式２ （指導に関する記録） 

児 童 氏 名 学  校  名 区分  学年 1 2 3 4 5 6 

    学  級             

整理番号             

  

各 教 科 ・ 特 別 活 動 ・ 自 立 活 動 の 記 録 

    
学年 

1 2 3 4 5 6      

教科等   

生 

活 

            

国 

語 

算 

数 

音 

楽 

図
画
工
作 

体 

育 

特
別
活
動 

自
立
活
動 

 各教科が小学校の当該学
年の教科や下学年の教科で
ある場合は，下の様式を利
用します。 

 左の様式を使う場合は，「総
合所見及び指導上参考となる諸
事項」の欄に，教科の区別がで
きるように記入しておきます。
例えば，対象児童を第４学年と
すると，「生活，国語，算数に
ついては特別支援学校（知的障
害）の教科，体育，図画工作に
ついては当該学年の教科，音楽
については下学年（第２学年）
の教科を適用している」といっ
た記述になります。 

 左上の様式の各教科は，知的障
害特別支援学校の教科です。した
がって，この「生活」は，小学校
の「生活」ではありません。また，
「社会」や「理科」「家庭」でも
ありません。この欄に，例えば，
工場見学のことや観察・実験のこ
とが書かれるのは不適切であると
いえます。 

 この欄には特別支援学校学習指導要
領に示す小学部の各教科等の目標，内
容に照らし，具体的に定めた指導内容，
達成状況を文章で記述します。その際
には，個別の指導計画における指導の
目標，指導に関する記録を踏まえた記
述になるように留意します。 

 生活単元学習等，各教科等を合わせ
て指導した場合についても，各教科等
の達成状況を，各教科，領域ごとに記
載します。 

 教科等ごとの区分を示す線がないの
は，指導目標や内容によって，記入枠
を設定できるようにしてあるからです。 

 ここに示されている各教科等は，
知的障害特別支援学校の教科等です。 

 小学校の教科と知的障害特別支援学
校の教科等が混在している場合も同様
にこの書式を使用します。 

 教科名が空欄になっているので，教
科名（教育課程編成表に記載してある
もの）を書き入れます。 

 また，個別の指導計画に記載してあ
る教科名とも一致していることを確認
しておく必要があります。 
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学年 教科

学年 教科

2

様式２　（指導に関する記録）

観　点 学　年

学年

特　別　活　動　の　記　録

3

学校行事

生徒会活動

学級活動

内　　容 321

総 合 的 な 学 習 の 時 間 の 記 録

学年 学　習　活　動 観　　点 評　　価

保健体育 技術・家庭 外国語

区分

書く能力

読む能力

各　教　科　の　学　習　の　記　録

Ⅰ　　　観　点　別　学　習　状　況

生　徒　氏　名 学　　校　　名

3

学　　級

整理番号

観   点教科 学    年教科 観　　点 1 2

社会的事象への関心・意欲・態度

資料活用の技能

社会的な思考・判断・表現

1

言語についての知識・理解・技能

数学的な技能

数量や図形などについての知識・理解

自然事象への関心・意欲・態度

社会的事象についての知識・理解

数学への関心・意欲・態度

数学的な見方や考え方

1

音楽への関心・意欲・態度

音楽表現の創意工夫

音楽表現の技能

鑑賞の能力

美術への関心・意欲・態度

発想や構想の能力

創造的な技能

鑑賞の能力

科学的な思考・表現

観察・実験の技能

自然事象についての知識・理解

コミュニケーションへの関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての知識・理解

生活や技術への関心・意欲・態度

生活を工夫し創造する能力

運動や健康・安全への関心・意欲・態度

運動や健康・安全についての思考・判断

運動の技能

外国語表現の能力

外国語理解の能力

言語や文化についての知識・理解

数学社会

Ⅱ　　　　　評　　　　　定

国語 美術

1

2

3

1

2

3

国

　

　

　

語

社

　

　

会

数

　

　

学

理

　

　

科

音

　

　

楽

美

　

　

術

国語への関心・意欲・態度

321

2 3

保

健

体

育

技

術

・

家

庭

外

国

語

生活の技能

生活や技術についての知識・理解

学　　年

話す・聞く能力

音楽理科

1 2 3 1 2 3

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

区分 出席停止・ 出席しなければ

学年 忌引等の日数 ならない日数

1

2

3

備　　　　　考授業日数 欠席日数 出席日数

出　　　　　欠　　　　　の　　　　　記　　　　　録

行　　　動　　　の　　　記　　　録

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

自　　立　　活　　動　　の　　記　　録 入学時の障害の状態

生　徒　氏　名

項　　目

基本的な生活習慣

健康・体力の向上

自主・自律

責任感

創意工夫 公共心・公徳心

項　　目 学　　年学　　年

思いやり・協力

生命尊重・自然愛護

勤労・奉仕

公正・公平

中学校自閉症・情緒障害特別支援学級の場合（例示） 

 生徒によって，当該学年ではなく，下学年対応で指導している場合について
は，指導している学年（下学年）を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」
に記入した上で，指導している学年（下学年）の規準で評価を行います。 

 例えば，所属学年は第３学年。数学は第１学年を指導している場合，その旨
を「総合所見及び指導上参考となる諸事項」に記述し，第１学年の評価規準で
評価を行うことになります。 

 「自立活動の記録」の欄には，指導の
目標，指導内容，指導の結果の概要等を
記述します。その際には，個別の指導計
画における指導の目標，指導に関する記
録を踏まえた記述になるよう留意します。 
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学年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

第

１

学

年

第

２

学

年

第

３

学

年

区分 出席停止・ 出席しなければ

学年 忌引等の日数 ならない日数

総　合　的　な　学　習　の　時　間　の　記　録 入学時の障害の状態

生　徒　氏　名

学　習　活　動 観　　点 評　　価

総　合　所　見　及　び　指　導　上　参　考　と　な　る　諸　事　項

3

備　　　　　考授業日数 欠席日数 出席日数

1

2

出　　　　　欠　　　　　の　　　　　記　　　　　録

行　　　動　　　の　　　記　　　録

学年

教科等

様式２　（指導に関する記録）

自

立

活

動

2 3

各　教　科　・　特　別　活　動　・　自　立　活　動　の　記　録

1生　徒　氏　名

国

　

語

1

学　　級

整理番号

区分 学年

2

学　　校　　名

社

　

会

美

　

術

数

　

学

特

別

活

動

そ

の

他

音

　

楽

理

　

科

保

健

体

育

職

業

・

家

庭

3

学年

教科等

様式２　（指導に関する記録）

自

立

活

動

2 3

各　教　科　・　特　別　活　動　・　自　立　活　動　の　記　録

1生　徒　氏　名

国

　

語

1

学　　級

整理番号

区分 学年

2

学　　校　　名

社

　

会

美

　

術

数

　

学

特

別

活

動

そ

の

他

音

　

楽

理

　

科

保

健

体

育

職

業

・

家

庭

3

中学校知的障害特別支援学級の場合（例示） 

 各教科が中学校の当該学
年の教科や下学年の教科で
ある場合は，下の様式を利
用します。 

 左の様式を使う場合は，「総
合所見及び指導上参考となる諸
事項」の欄に，教科の区別がで
きるように記入しておきます。
例えば，対象生徒を第３学年と
すると，「国語，社会，数学，
理科については特別支援学校
（知的障害）の教科，保健体育，
美術については当該学年の教科，
音楽については下学年（第１学
年）の教科を適用している」と
いった記述になります。 

 この欄には特別支援学校学習指導要
領に示す中学部の各教科等の目標，内
容に照らし，具体的に定めた指導内容，
達成状況を文章で記述します。その際
には，個別の指導計画における指導の
目標，指導に関する記録を踏まえた記
述になるように留意します。 

 生活単元学習等，各教科等を合わせ
て指導した場合についても，各教科等
の達成状況を，各教科，領域ごとに記
載します。 

 教科等ごとの区分を示す線がないの
は，指導目標や内容によって，記入枠
を設定できるようにしてあるからです。 

 ここに示されている各教科等は，
知的障害特別支援学校の教科等です。 

 中学校の教科と知的障害特別支援学
校の教科等が混在している場合も同様
にこの書式を使用します。 

 教科名が空欄になっているので，教
科名（教育課程編成表に記載してある
もの）を書き入れます。 

 また，個別の指導計画に記載してあ
る教科名とも一致していることを確認
しておく必要があります。 
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⑤ 教科用図書の採択 

 特別の教育課程を編成している特別支援学級では，子どもの実態から文部科学省検定済教科書
を使用して学習を行うことが適当でない場合，他の適切な教科用図書を使用することができます。 

 ① 各教科の文部科学省検定済教科書の中から該当学年のものを選定 

 

 ② 各教科の文部科学省検定済教科書の中から下学年のものを選定 

 

 ③ 文部科学省著作教科書（国語，算数・数学，音楽）の中から選定 

                  （知的障害特別支援学級のみ） 

 

 ④ ①～③までの中で適当なものがない場合，学校教育法附則第９条 

  に規定する教科用図書（絵本等）の中から選定 

                  （知的障害特別支援学級のみ） 

教科用図書の採択 

学部 教科名 使用学年 書名 発行者 
国 語 第１～６学年 

 こくご  ☆ 

 こくご  ☆☆ 

 こくご  ☆☆☆ 

東京書籍株式会社 

算 数 第１～６学年 

 さんすう ☆ 

 さんすう ☆☆（１） 

 さんすう ☆☆（２） 

 さんすう ☆☆☆ 

東京書籍株式会社 

音 楽 第１～６学年 

 おんがく ☆ 

 おんがく ☆☆ 

 おんがく ☆☆☆ 

東京書籍株式会社 

国 語 第１～３学年  国 語  ☆☆☆☆ 東京書籍株式会社 

数 学 第１～３学年  数 学  ☆☆☆☆ 東京書籍株式会社 

音 楽 第１～３学年  音 楽  ☆☆☆☆ 東京書籍株式会社 

文部科学省著作特別支援学校知的障害者用教科書（☆印教科書）一覧 
 採択は１教科につき，１教科書となります。 

 文部科学省著作教科書及び附則第９条規定による図書の見本は，各地域の指定
された学校，岡山県総合教育センター内に設置されている岡山県中央教科書セン
ターに展示されていますので，参考にしてください（特定の期間）。下の表は文
部科学省著作教科書の一覧です。“☆本（ほしぼん）”と呼ぶこともあります。 
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２ 教室環境 
 教室は学校生活の拠点となります。子どもの実態に即して，過ごしやすく，安全で健康的な活動
しやすい教室にしましょう。 

 例えば，集中することが難しい子どもの場合には，子どもの席から見える範囲に気を取られやす
いものがないように留意しましょう（道具の置き場や教材等）。 

★場所と活動の意味を一致させる 
 教室は，学習したり，着替えたり，休憩したりする等，多目的に使用されます。しかし，このことが，
自閉症のように，場所のもつ意味の理解を苦手とする子どもの混乱を引き起こしている原因の一つと考
えられます。したがって，教室環境の整え方の方針として，対象となる子どもの実態によっては，一つ
の活動には一つの場所を確保することを考えていきましょう。例えば，室内を活動ごとにパーティショ
ン等で仕切ることで，「ここは，これを行う場所」という意味を明確にすることが考えられます。 

 変化への対応に困難さのある子どもにとっては，好きなことや休憩時間の遊びから学習に切り替える
ことが難しいので，場所を変えることによって切り替えやすくなるようにします。例えば，学習エリア
と余暇エリアを分けて設定し，学習に使わないものは余暇エリアの方に置くようにする等です。 
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プ 
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～

～
～

～ 
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日
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エリア 

個別学習エリア 

 個々の状態に合わせて，集中しや
すい環境にします。周囲の刺激の影
響を受けやすい子どもは，パーティ
ションを立てて刺激を遮断していま
す。 
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【ある中学校特別支援学級の教室の例】 
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プリント 日記帳 連絡帳 

カバン 

 

★動線を意識する 
 例えば，子どもが朝登校してから，どのように動いていくと朝の活動をスムーズに行うことがで
きるかをイメージしながら，活動に応じたスペースを配置していくことが大切です。 

★置き場所を決め，表示する 
 ロッカーや棚の一つ一つに，中に入れるものを分かりやすく表示（名前のラベルや写真を貼る
等）しておきましょう。 

★手順を確認できるようにする 
 例えば，朝，教室に入ってからすること
をリストにして，提示する等しておきます。 

朝すること 

① 連絡帳，日記帳，宿題プリント 

 をかごに入れる。 

② 教科書，ノートを机に入れる。 

③ 筆箱を机に入れる。 

④ カバンをロッカーに入れる。 

⑤ 昆虫図鑑を読む。 

 これだと分かりや
すいな！ 

 最後に，僕の大好
きな昆虫図鑑が読め
るから頑張るぞ！ 

★仕切りやかご等で，しまう場所を区分けする 
 机の中には，例えば，右図のような入れ物で作成し
た引き出しを入れます。プラスチックかごや箱で仕切
り，小物を入れる場所にします。 

はさみ 筆箱 教科書・ノート 

ドリル 国語 

ノート 

シューズ 体操服 

 朝の準備がなかなかできない子どもには，
本人の楽しみや好きなことを手順の最後に
入れて，活動意欲を高めます。 

こんちゅうずかん 
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３ 教育課程 
（１） 特別の教育課程の編成 

 特別支援学級は，障害のある子どもを対象として特別に編制された学級です。小学校又は中学
校の中に設置された学級であるため，教育課程は，小学校又は中学校の学習指導要領に基づいて
編成されることが原則となります。 

 しかし，子どもの障害の状態を考慮すると，小学校又は中学校の教育課程をそのまま適用する
ことが必ずしも適切でない場合があります。そのため，学校教育法施行規則第138条において，
特に必要がある場合には，特別の教育課程によることができると規定されています。 

小学校又は中学校の教育課程に基づいて編成 

① 各教科の内容 

  下学年の各教科の目標及び内容に替える
ことができる。 

 

② 「自立活動」の指導 

  学習上又は生活上の困難の改善・克服を 

 目的とした「自立活動」を取り入れること 

 ができる。 

原則 

自閉症・情緒障害特別支援学級における 
特別の教育課程 

① 各教科の内容 

  下学年や特別支援学校（知的障害）の 

 各教科の目標及び内容に替えることがで 

 きる。 

   適切な教科用図書を使用できる。 

 

② 各教科等を合わせた指導 

  知的障害のある児童生徒を教育する場 

 合には，必要に応じて，各教科，道徳， 

 特別活動及び自立活動の全部又は一部を 

 合わせて指導することができる。 

 

③ 「自立活動」の指導 

  学習上又は生活上の困難の改善・克服 

 を目的とした「自立活動」を取り入れる 

 ことができる。 

知的障害特別支援学級における 
特別の教育課程 

 子どもの障害の状態
を考慮し，特に，必要
がある場合には，以下
のような教育課程が組
めます。 

同じ特別支援学級
なのに，自・情の
学級と知的の学級
で違いがあるのは，

なぜかしら…？ 
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 特別の教育課程を編成する際に，自閉症・情緒障害特別支援学級と知的障害特別
支援学級とに違いがあるのは，『適切な就学指導を行うために～一人一人の教育的
ニーズに応じた就学指導の充実～』（2009，岡山県教育庁特別支援教育課）の
「自閉症，情緒障害について」１）に記載されている次のような基準に沿って，就学
指導がなされているからです。 

『適切な就学指導を行うために～一人一人の教育的ニーズに応じた就学指導の充実～』「表２ 就学基準と就学措置」
より関係箇所を一部抜粋 

  

 ・ 自閉症・情緒障害特別支援学級で，知的障害がない子どもに「生活単元学習」や「作業学 

  習」等の，知的障害特別支援学校の教育課程を参考にした指導を実施する。 

 ・ 中学校の自閉症・情緒障害特別支援学級で，該当学年の各教科を学習しているのにも関わ 

  らず，学級担任が全ての教科を指導する。 等  

NGです！ 

自閉症・情緒障害者 

１ 自閉症又はそれに類するもので 

 他人との意思疎通及び対人関係の 

 形成が困難である程度のもの 

２ 主として心理的な要因による選 

 択性かん黙等があるもので，社会 

 生活への適応が困難である程度の 

 もの 

特別支援学級 

（自閉症・情緒障害） 

特別支援学級 

（知的障害） 

特別支援学校 

（知的障害） 
 自閉症又はそれに類するもので学校教育法施行令第22条の３の知的障害
者の項の程度の障害を併せ有するもの 

（知的障害を併せ有する場合障害の状態に応じて検討） 

（留意事項） 

 自閉症・情緒障害特別支援学級において教育することが適当な場合は，自閉症又はそれに類する
もののために，意思疎通や対人関係，行動に問題が認められ，通常の学級での学習では成果を上げ
ることが困難であり，特別な教育内容・方法による指導を必要とする場合である。 

 その際，学校教育法施行令第22条の３の表，知的障害者の項に達しない程度の知的障害を併せ有
する場合は，障害の状態に応じて，知的障害特別支援学級における教育を受けることについて検討
することが必要である。 

 その障害の状態によっては，医学的な診断の必要性も十分に検討し，総合的な見地から判断する
こと。 

 簡単に言うと，岡山県では，「自閉症又はそれに類する」場合で，知的障害を「併せ有する」
場合は，知的障害特別支援学級で学習するよう就学指導がなされている，ということです。した
がって，自閉症・情緒障害特別支援学級で学ぶ子どもには，原則として“知的障害がない”とい
うことが前提になります。 

 そのために，学級種によって，前ページのような教育課程編成の違いが生じるというわけです。
つまり，知的障害特別支援学級は，知的障害特別支援学校の教育課程を導入できますが，自閉
症・情緒障害特別支援学級は知的障害がない子どもが学んでいるため，導入する根拠がないので，
通常の学級と同じ扱いになるのです。 
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（２） 特別の教育課程編成の手順 

 特別の教育課程を編成する場合には，以下のような点に配慮します。 

① 子どもの実態把握 

② 指導内容の決定 

◆ 一人一人の障害の状態や程度，特性を十分に把握します。 

 ・ 障害の状態    … 医学的診断の結果，行動の特性，健康の状態 等 

 ・ 発達や経験の程度 … 生育歴，発達の程度や特性，発達検査，指導記録 等 

 ・ 興味・関心    … 学習の状況，学習や遊び等への興味・関心 

 ・ 生活や学習環境  … 家庭・地域での生活の様子 

 

◆ 学習状況を把握します。 

 

◆ 身辺処理等の生活の様子やコミュニケーション能力，対人関係，運動能力等，実態を多面的に 

 捉え，子どもの姿が見えるように整理します。 

 

◆ 保護者，養護教諭，交流学級の担任等からの情報を集め，担任だけの限定された実態把握では 

 なく，より的確な実態把握となるようにします。 

 

◆ 学級の状況（在籍人数や在籍学年の幅）も考慮します。 

 

※ 子どもの実態把握は一時点で十分に把握することは困難であり，また，現在の子どもの実態を 

 固定的に捉えないようにする必要があります。日常の指導の中で，これまで気付かなかった子ど 

 もの新しい側面を発見しようとする姿勢が，より的確な実態把握につながります。 

◆ 子ども一人一人の教育目標を達成するためには，どのような指導内容が必要であるのかを明ら 

 かにします。 

 ・ 学年相当の学習が可能であると予想される教科と困難であると予想される教科は何か。 

 ・ 交流及び共同学習で参加可能だと予想される教科は何か。 

 ・ 下学年の指導内容の適用が望ましいとされる内容は何か。 

 ・ 各教科等を合わせて指導を行う（知的障害特別支援学級）場合がよいかどうか。 

 ・ 着替え，食事，排泄等，身辺処理状況はどうか。 

 

◆ 各教科等の指導内容を考えます。 

  各教科等の指導内容については，小学校・中学校学習指導要領及び各教科の解説，特別支援学 

 校小学部・中学部学習指導要領及び解説で示されています。 

③ 授業時数の配当 

◆ 総授業時数や各教科等の授業時数については，小学校又は中学校に準ずることになります。 

 

◆ 子どもの実態を考慮して，子どもの負担過重にならないよう各教科等の授業時数を配当します。 

④ 時間割の作成 

◆ 地域や学校，子どもの実態，各教科等や学習活動の特質等に応じて，創意工夫を生かし，時間 

 割を弾力的に編成します。 

＊ 教育課程の届け出 

◆ 特別支援学級において，特別の教育課程を編成する場合は，各市町村の教育委員会の管理規則 

 等に従って，届け出ることが必要です。 ２０ 



 自・情の学級は，知的障
害がないことが前提だから，
知的障害特別支援学校の教
育課程の「生活単元学習」
が時間割に出てくることは，
原則としてないんですよ。 

４ 自閉症・情緒障害特別支援学級の 
             教育課程の編成 

 自閉症・情緒障害特別支援学級の教育課程の編成については，原則として，小・中学校の該当学年の
教育課程の編成を基準とします。ただし，下の図のように，学級や子どもの実態に応じて，小・中学校
の各教科の内容を下学年の目標及び内容に替えたり，特別支援学校学習指導要領を参考にして，「自立
活動」を取り入れたりすることができます。 

 

① 各教科の内容 

下学年の各教科の目標及び内容に替える
ことができる。 

 

② 「自立活動」の指導 

  学習上又は生活上の困難の改善・克服を 

 目的とした「自立活動」を取り入れること 

 ができる。 

自閉症・情緒障害特別支援学級における 
特別の教育課程  特に，障害による学習上又は生活上の困難の改

善・克服を目的とした指導の領域である自立活動の
指導を取り入れ，編成することは大切な視点です。 

 自立活動の授業時数は，子どもの障害の状態に応
じて適切に定めることとされており，明確な基準が
示されているわけではありません。しかし，年間総
授業時数は各学年ごとに定められているので，自立
活動の時間を設定すると，その授業時数分，他の授
業時数を削減することになります。 

 このため，子ども一人一人の障害の状態等に即し
た適切な指導を行うためには，その子どもにとって，
何が重要であるかを十分に考慮し，バランスのよい
教育課程を編成することが大切です。 

 

月 火 水 木 金 
２年 ６年 ２年 ６年 ２年 ６年 ２年 ６年 ２年 ６年 

１ 国語 理科 国語 理科 国語 社会 国語 国語 生活 総合 

２ 音楽 理科 国語 国語 図工 家庭 図工 図工 生活 総合 

３ 体育 自立活動 自立活動 音楽 体育 家庭 音楽 自立活動 算数 算数 

４ 算数 算数 生活 社会 国語 国語 算数 算数 国語 国語 

５ 自立活動 体育 算数 算数 算数 算数 道徳 道徳 学活 体育 

６ 社会 国語 外国語 学活 

月 火 水 木 金 
１ 国語 社会 英語 理科 数学 

２ 英語 数学 技・家 社会 国語 

３ 数学 保体 理科 道徳 理科 

４ 音楽 自立活動 数学 総合 社会 

５ 理科 英語 国語 総合 英語 

６ 社会 美術 保体 学活 

小学校第２学年と第６学年が在籍している場合の週時程表の例 

◇ 第２学年：自立活動の時間は，国語から１単位時間，体育から１単位時間を充てている。教科は，全て第２学年の学習内 

 容である。 

◇ 第６学年：自立活動の時間は，国語から１単位時間，体育から１単位時間を充てている。教科は，算数のみ下学年対応に 

 している。 

中学校第３学年が在籍している場合の週時程表の例 
 生活単元学習が時間
割にないけど，実施し
ないのかなあ…？ 

◇ 自立活動の時間は英語から１時間を充てている。教科は全 

 て学年対応である。 
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５ 知的障害特別支援学級の教育課程の編成 
 知的障害特別支援学級において子どもを教育する場合には，知的障害があるために，小学校・中学校
の各教科等の目標や内容をそのまま適用することが適切でない場合があります。 

 そこで，特別支援学校小学部・中学部学習指導要領を参考にし，子どもの知的発達の程度や学校生
活・社会生活への適応の状況，生活経験を考慮しながら教育課程を編成し，適切な指導内容を選択する
ことが重要です。 

① 各教科の内容 

  下学年や特別支援学校（知的障害）の 

 各教科の目標及び内容に替えることがで 

 きる。 

 適切な教科用図書を使用できる。 

 

② 各教科等を合わせた指導 

  知的障害のある児童生徒を教育する場 

 合には，必要に応じて，各教科，道徳， 

 特別活動及び自立活動の全部又は一部を 

 合わせて指導することができる。 

 

③ 「自立活動」の指導 

  学習上又は生活上の困難の改善・克服 

 を目的とした「自立活動」を取り入れる 

 ことができる。 

知的障害特別支援学級における 
特別の教育課程  知的障害者を教育する特別支援学校では，特に

必要がある場合は，各教科，道徳，特別活動及び
自立活動の全部又は一部について，合わせて授業
を行うことができると規定されています。 

 また，従来から各教科等を合わせた指導として，
「日常生活の指導」「生活単元学習」「遊びの指
導」「作業学習」等が実践されています。  

 そこで，知的障害特別支援学級では，
特別支援学校の各教科等で編成する場合
には，各教科等を合わせた指導，教科・
領域別の指導を組み合わせて編成するこ
とが必要になる場合があります。 

 なお，総合的な学習の時間については，
特別支援学級が小・中学校に設置された
学級であることから，適切な時間を設定
する必要があることに留意する必要があ
ります。 

月 火 水 木 金 
１ 日常生活の指導 

２ 算数 国語 算数 国語 算数 

３ 生活単 

元学習 

道徳 生活単 

元学習 

音楽 生活単 

元学習 ４ 体育 体育 

５ 音楽 総合 国語 学活 図工 

６ 総合 図工 

月 火 水 木 金 
１ 国語 外国語 数学 国語 外国語 

２ 数学 国語 総合 数学 国語 

３ 社会 数学 生活単
元学習 

保体 理科 

４ 理科 美術 道徳 社会 

５ 自立活動 保体 音楽 職・家 総合 

６ 保体 学活 職・家 自立活動 

小学校第３学年が在籍している場合の週時程表の例 中学校第１学年が在籍している場合の週時程表の例 
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 知的障害がある場合，教科や領域ごとに別々に指導された内容を統合して，生活
に役立たせる知識にまとめていくことに困難さがあると考えられます。そこで，教
科ごと領域ごとに分けて指導するのではなく，生活に結び付いた実際的で具体的な
活動を学習活動の中心に据え，それを実際的な状況下で指導することが効果的であ
るといえます。 

 また，この「各教科等を合わせた指導」は，小・中学校の各教科等ではなく，知
的障害特別支援学校の各教科等です。上に述べたように，知的障害があることを前
提とした指導の形態ですから，当然，知的障害特別支援学校の各教科等になります。 

 ところで，なぜ，
各教科等を「合わせ
る」のだろう…？ 

参考① ～特別支援学校（知的障害）の教育課程の構造～ 

      ・小学部 … 生活，国語，算数，音楽，図画工作，体育  

      ・中学部 … 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，職業・家庭（必修） 

             外国語は，学校の判断で必要に応じて設けることができる。その他特に 

            必要な教科を各学校の判断によって設けることができる。 

 

      ・道徳 

      ・特別活動 

      ・自立活動 

        

 

指導の内容 

指導の形態 
 

○日常生活の指導 

○遊びの指導 

○生活単元学習 

○作業学習 

各教科等を合わせた指導 
 

  ○各教科 

  ・生活 

  ・国語 

  ・算数，数学 

  ・音楽  等 

教科別の指導 
 

  ○道徳 

  ○特別活動 

  ○自立活動 

領域別の指導 
総合的な 

学習の時間 
（小学部は除く） 

教科 

領域 

総合的な学習 （※小学部は除く） 

 それから，「合わせる」
各教科等とは，通常の小・
中学校の各教科等のことな
のかなあ…？ 

 「合わせる」ことについての素朴な疑問…？？？ 
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参考② ～特別支援学校（知的障害）の各教科とは～ 

 特別支援学校（知的障害）の各教科とは，どのような内容になっているのでしょう。 

 ここでは，特別支援学校（知的障害）の国語と算数・数学を例として取り上げ，小学部から高
等部までの系統を示してみます。 

聞く・話す 
読む 書く 

（聞く） （話す） 

１段階 
（小学部 
１段階） 教師の話を聞いたり，

絵本を読んでもらっ
たりする。 

教師などの話し掛け
に応じ，表情，身振
り，音声や簡単な言
葉で表現する。 

教師と一緒に絵本な
どを楽しむ。 

いろいろな筆記用具
を使って書くことに
親しむ。 

２段階 
（小学部 
２段階） 教師や友達などの話

し言葉に慣れ，簡単
な説明や話し掛けが
分かる。 

見聞きしたことなど
を簡単な言葉で話す。

文字などに関心をも
ち，読もうとする。 

文字を書くことに興
味をもつ。 

 

３段階
（小学部 
３段階） 身近な人の話を聞い

て，内容のあらまし
が分かる。 

見聞きしたことなど
のあらましや自分の
気持ちなどを教師や
友達と話す。 

簡単な語句や短い文
などを正しく読む。 

簡単な語句や短い文
を平仮名などで書く。

４段階
（中学部） 話のおよその内容を

聞き取る。 

 

見聞きしたことや経
験したこと，自分の
意見などを相手に分
かるように話す。 

簡単な語句，文及び
文章などを正しく読
む。 

 

簡単な手紙や日記な
どの内容を順序立て
て書く。 

 

５段階
（高等部 
１段階） 話の内容の要点を落

とさないように聞き
取る。 

目的や場に応じて要
点を落とさないよう
に話す。 

いろいろな語句，文
及び文章を正しく読
み，内容を読み取る。

手紙や日記などを目
的に応じて正しく書
く。 

６段階
（高等部 
２段階） 話し手の意図や気持

ちを考えながら，話
の内容を適切に聞き
取る。 

自分の立場や意図を
はっきりさせながら，
相手や目的，場に応
じて適切に話す。 

目的や意図などに応
じて文章の概要や要
点などを適切に読み
取る。 

相手や目的に応じて
いろいろな文章を適
切に書く。 

 

国 語 

 特別支援学校学習指導要領解説を読むと，例えば，「聞く・話す」の１段階の「教師の
話を聞いたり」とは，教師から名前を呼ばれたり，言葉をかけられたとき等に応じること，
つまり，振り向いたり，耳を傾けたりできること。また，簡単な指示を受けてよく見たり，
よく聞いたりするようにすることと書いてあるわ。これが「聞く」ことの初歩になるのね。 

 次に，最終段階の６段階を見ると，相手の立場や意図，気持ちを考慮しながら話を聞き
取ること，また，物語や劇等の場面の情景や登場人物の気持ちが分かること，指示や説明
を聞き取り，適切に行動できること等が挙がっているわ。更に，テレビ放送やラジオ放送
等から必要な情報を得て生活に生かすことも例示されているんですね。 

 知的障害特別支援学校の各教科は，国語に限らず，実際の生活に深く関連しているのね。 

※ 実際に指導するに当たっては，各教科の内容から具体的指導内容を設定することになります。その際には，参考として，岡山県 

 特別支援学校長会及び岡山県教育庁特別支援教育課作成の『岡山県特別支援教育教育課程指導資料』（平成24年３月）を御参照く 

 ださい。 

※ 『特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』に基づき作成 
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数量の基礎及び
数と計算 量と測定 図形・数量関係 実務 

１段階 
（小学部 
１段階） 

具体物があることが
分かり，見分けたり，
分類したりする。 
（※１段階のみ「数量の基
礎」，２～６段階は「数と
計算」） 

身近にあるものの大
小や多少などに関心
をもつ。 

 

身近にあるものの形
の違いに気付く。  

２段階 
（小学部 
２段階） 身近にある具体物を

数える。 

 

身近にあるものの長
さやかさなどを比較
する。 

基本的な図形や簡単
な図表に関心をもつ。
 

一日の時の移り変わ
りに気付く。  

３段階
（小学部 
３段階） 初歩的な数の概念を

理解し，簡単な計算
をする。 

 

身近にあるものの重
さや広さなどが分か
り，比較する。 

 

基本的な図形が分か
り，その図形を描い
たり，簡単な図表を
作ったりする。 

時計や暦に関心をも
つ。 

４段階
（中学部） 日常生活における初

歩的な数量の処理や
計算をする。 

 

長さ・重さなどの単
位が分かり，測定す
る。 

 

図形の特徴や図表の
内容を理解し，作成
する。 

 

金銭や時計・暦など
の使い方に慣れる。 

５段階
（高等部 
１段階） 日常生活に必要な数

量の処理や計算をす
る。 

 

長さ・重さなどの単
位の関係が分かり，
測定する。 

 

図形を正しく作図し
たり，表やグラフを
工夫して作ったりす
る。 

金銭や時計・暦など
の正しい使い方が分
かる。 

 

６段階
（高等部 
２段階） 生活に必要な数量の

処理や計算をする。 

 

長さ・重さ・量など
の測定方法を理解し，
活用する。 

 

様々な図形，表やグ
ラフを理解し，工夫
して使う。 

 

生活に必要な金銭や
時計・暦などを工夫
して使う。 

算数・数学 

 日常の生活との関連は，例えば，「数と計算」の６段階でも言えそうだよ。解説に示されて
いる具体例には，「加法・減法」については，1,000,000程度を取り扱い，将来の生活設計等
と結び付けて指導すること。また，他にも，生活に結び付いた課題の解決に，乗法や除法，加
法，減法等の計算を使う場合，特に，設問の意味を的確に捉えて計算式を立てる指導を重視し，
計算機を使用できるようにすること。また，束ねて数えた結果や納品書や領収書等で使われる
大きな数字を正確に処理すること等が挙げられています。子どもの生活自立，社会自立と密接
に関わった内容だと感じます。 

 特別支援学校学習指導要領解説には「数量の基礎」という１段階では，具体物を指差したり，
つかもうとしたり，隠されたものを探したりする等，具体物を対象として捉えることが例とし
て示されています。算数の最も基礎となる内容なんですね。知的障害特別支援学校の各教科が
“０歳からの教科”であると言われているのもうなずけます。 
 それから，「実務」という観点があるのね。実際の生活に，より密着した内容になっていま
す。特に，金銭に関する実務については，解説にこんな記述があるわ。「金銭に関する実務に
ついて，小学部では，生活科において取り扱うが，必要に応じて，生活科の指導内容との関連
を図り，算数科で取り上げて指導することも大切である」２）つまり，金銭については，基本的
には，「生活科」で扱うことになっているのね。 

※ 『特別支援学校学習指導要領解説総則等編（幼稚部・小学部・中学部）』に基づき作成 
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６ 障害の状態等に応じた指導 
（１） 各教科等を合わせた指導 

 「日常生活の指導」 

 「遊びの指導」 

 知的障害特別支援学級の教育課程においては，各教科，道徳，特別活動及び自立活動の全部又
は一部を合わせた指導を行うことができます。 

 日常生活の指導は，子どもの日常生活が充実し，高まるように日常生活の諸活動を適切に指導
するものです。 

 日常生活の指導は，小学部の「生活」の内容だけでなく，広範囲に，各教科等の内容が扱われ
ます。それらは，例えば，衣服の着脱，洗面，手洗い，排泄，食事，清潔等，基本的生活習慣の
内容や，挨拶，言葉遣い，礼儀作法，時間を守ること，きまりを守ること等の日常生活や社会生
活において必要で基本的な内容です。 

 遊びの指導は，遊びを学習活動の中心に据えて取り組み，身体活動を活発にし，仲間との関わ
りを促し，意欲的な活動を育み，心身の発達を促していくものです。 

 遊びの指導では，生活科の内容をはじめ，各教科等に関わる広範囲の内容が扱われ，場や遊具
等が限定されることなく，児童が比較的自由に取り組むものから，期間や時間設定，題材や集団
構成等に一定の条件を設定し活動するといった比較的制約性が高い遊びまで連続的に設定されま
す。また，遊びの指導の成果が各教科別の指導等に生きることもあります。 

指導に当たって考慮する点 

• 日常生活の自然な流れに沿い，実際的で必然性のある状況下で行う 
（例）挨拶や礼儀作法を指導内容とするために，健康観察を行った後に，健康観察カードを養護教諭に届ける 

   活動を設定した。 

• 毎日反復して行い，生活習慣の形成を図り，繰り返しながら発展的に取り扱う 
（例）健康観察カードを保健室に届ける際，「おはようございます」という挨拶ができることを目標とした。 

   その目標が達成されると，次は「おはようございます。健康観察カードを届けに来ました」というよう 

   に発展させ，最終的には養護教諭とその場に応じた簡単なやりとりができることを目指した。 

• できつつあることや意欲的な面を考慮し，適切な援助と段階的な指導 
（例）給食の前に手洗いをすることは定着してきているので，石けんを使いながら，きれいに手を洗う手順を 

   段階的に指導した。 

• 指導場面や集団の大きさ等，活動の特徴を踏まえ，個々の実態に即した効果的な指導 
（例）事務室に物を届けに行くことはまだ戸惑いがあるので，上級生と一緒に届けに行くことで安心感をもち， 

   上級生の言動をモデルにしながら，少しずつ一人で行けるようになることを目指した。 

指導に当たって考慮する点 

•  児童が積極的に遊ぼうとする環境を設定する。 

•  教師と児童，児童同士の関わりを促すことができるよう，場の設定，教師の対応，遊具等を工
夫する。 

•  身体活動が活発に展開できる遊びを多く取り入れるようにする。 

•  遊びをできる限り制限することなく，児童の健康面や衛生面に配慮しつつ，安全に遊べる場や
遊具を設定する。 

•  自ら遊びに取り組むことが難しい児童には，遊びを促したり，遊びに誘ったりして，色々な遊
びを経験できるようにして，遊びの楽しさを味わわせるようにする。 
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 「生活単元学習」 

 「作業学習」 

 生活単元学習は，子どもが生活上の目標を達成したり，課題を解決したりするために，一連の
活動を組織的に経験することによって，自立的な生活に必要な事柄を実際的，総合的に学習する
ものです。また，学習の中で広範囲に各教科等の内容が扱われます。 

 生活単元学習の指導では，子どもの学習活動は，生活的な目標や課題に沿って組織されること
が大切です。また，特別支援学校小学部においては，児童の知的障害の状態等に応じ，遊びを取
り入れた生活単元学習を展開している学校もあります。詳しくは次ページ以降を参照してくださ
い。 

 作業学習は，作業活動を学習活動の中心にしながら，子どもの働く意欲を培い，将来の職業生
活や社会自立に必要な事柄を総合的に扱うものです。 

 作業学習の指導は，単に職業・家庭科の内容だけでなく，各教科等の広範囲の内容が扱われま
す。作業学習で取り扱われる作業活動の種類は，農耕，園芸，紙工，木工，縫製，織物，金工，
窯業，セメント加工，印刷，調理，食品加工，クリーニング等の他，販売，清掃，接客等も含み，
多種多様です。 

作業内容選定の条件 

 ・ 段階的な指導が可能なもの   ・ 共同で作業できるもの 

 ・ 喜びや成就感が味わえるもの  ・ 作業内容が安全であるもの 

 ・ 原料・材料が入手しやすいもの ・ 製品の利用価値が高いもの 

 ・ 地域の特色が表れるもの    ・ 多様な障害の生徒が取り組めるもの 

主な作業種の例 

農 業  野菜 穀物 きのこ 等 

園 芸  花 植木 ドライフラワー 等 

畜 産  養鶏 鶉（うずら） 等 

紙 工  箱 コースター 等 

木 工  鉢カバー ベンチ すのこ いす 等 

紙すき  はがき 便箋 コースター 等 

織 工  座布団 マフラー 花瓶敷き 等 

縫 工  雑巾 巾着袋 エプロン 等 

窯 業  花瓶 湯飲み コーヒーカップ 小皿 等 

金 工  文鎮 ちりとり 等 

印 刷  名刺 はがき 等 

セメント加工  ブロック 敷石 等 

調理，製菓  カレーライス クッキー 等 

リサイクル  空き缶 古新聞 等 

レザークラフト  ペンケース 小銭入れ 等 

接 客  販売 流通サービス 喫茶サービス 等 

清 掃  ビルクリーニング 等 
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 「生活単元学習」について 
 前ページでは，各教科等を合わせた指導について概観してきましたが，ここでは，その代表的な
指導形態である「生活単元学習」を取り上げます。 

 まず，生活単元学習の指導計画の作成に当たっては，以下のような点を考慮することが重要です。 

① 単元は，実際の生活から発展し，児童生徒の知的障害の状態等や興味・関心などに応じたものであり，個人 

 差の大きい集団にも適合するものであること。 

 

② 単元は，必要な知識・技能の獲得とともに，生活上の望ましい習慣・態度の形成を図るものであり，身に付 

 けた内容が生活に生かされるものであること。 

 

③ 単元は，児童生徒が目標をもち，見通しをもって，単元の活動に積極的に取り組むものであり，目標意識や 

 課題意識を育てる活動をも含んだものであること。 

 

④ 単元は，一人一人の児童生徒が力を発揮し，主体的に取り組むとともに，集団全体で単元の活動に共同して 

 取り組めるものであること。 

 

⑤ 単元は，各単元における児童生徒の目標あるいは課題の成就に必要かつ十分な活動で組織され，その一連の 

 単元の活動は，児童生徒の自然な生活としてのまとまりのあるものであること。 

 

⑥ 単元は，豊かな内容を含む活動で組織され，児童生徒がいろいろな単元を通して，多種多様な経験ができる 

 ように計画されていること。 

 

 生活単元学習の指導を計画するに当たっては，一つの単元が，２，３日で終わる場合もあれば，１学期間，あ
るいは１年間続く場合もあるため，年間における単元の配置，各単元の構成や展開について十分検討する必要が
ある。 

 生活単元学習は，「各教科等を合わせた指導」という指導の形態です。各教科の内容を教えるために単元を
組むのではありません。単元のテーマは，子どもの実態を多面的に把握したり，子どもの「～したい」という
思いを総合的に捉えたりしながら設定していきます。設定したテーマに基づき，単元計画を作成していく段階
で，展開に関わる活動の中に内在する教科に関連する指導内容が結果的に抽出されてくることになります。 

 

 つまり，子どもにとっては，生活上の目標を達成したり，課題を解決したりする活動に取り組む過程で，結
果として，いろいろな領域や教科の内容が身に付くことになります。 

 

 具体的には，お世話になった地域の人を招待して行う「うどんパーティーをしよう」の単元に取り組む中で，
招待状の書き方や説明の仕方（国語），重さの量り方（数学）等様々な事柄を学んでいく，そんなイメージで
す。 

 

 評価については，活動の視点だけでなく，各教科（例えば，国語や数学）の視点から評価することも必要で
す。また，子どもの実際の生活の中で，評価できる場面を設定して，「～できた」と評価することも大切です。 

 ここで取り上げる生活上の目標や課題とは，例えば，「おいもを掘って，焼いて食べた
い」「卒業生を送る会をして喜んでもらいたい」等，生活をしていく上で，子ども自身が
「～したい」と思っていることです。それこそが，生活上の目標や課題というべきもので
す。この目標や課題を設定するには，子どもの実態を捉えることが必要であることは言う
までもありませんが，「～したい」という気持ちを引き出すためにも，子どもの意欲的，
主体的な生活の実現を目指した日々の取り組みが大変重要になってきます。 
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生活単元学習の単元例 

  生活単元学習はテーマの設定の仕方により，一般的に次のような分類がなされます。 

◆ 学校行事と関連付けた単元      … 遠足，運動会，学習発表会，宿泊学習 等 

◆ 季節や季節の行事と関連付けた単元  … 七夕，収穫祭，豆まき 等 

◆ 生活上の課題を基にした単元     … 「～パーティーをしよう」「～のお店を開こう」 等 

◆ 生活上の偶発的な事柄を基にした単元 … 「被災地のために募金をしよう」 等  

 以下に，子どもの「～したい」という思いを大切に育て上げながら，生活単元学習を進めていった
小学部の展開例の一部を示します。 

時
期 主な活動及び子どもの願いと教師の導き 結果として身に付く

と予想される教科等
の内容 教師の導き 子どもの願い 

五
月
中
旬 

「ねえ，畑で何作りたい？」        「トマト」「サツマイモ」 

「できたら，みんなで食べたいね」     「いいね，やきいも食べたい！」 

                     「みんなでパーティーやりたいな」 

「そうだね，楽しそうだね」        「楽しいよ，きっと！」                   

「ところで，これ，何だか分かる？」    「何かな？葉っぱがいっぱいだ」 

「これはね，サツマイモのつるなんだ」   「ねえ，先生，植えてみたい！」 

                     「どうやって植えるの？」 

「じゃあ，みんなで調べてみる？」     「うん，調べる」 

 

植え方を調べてサツマイモを植える 

     

 

 

 

 

 

 

 

【生活】 

・ 「自然」「役割」  

 「手伝い」に関する 

 内容 

十
月
下
旬 

「今日はやきいもを買ってきたよ！」    「おいしそう！食べていいの？」 

「いいよ。みんなで食べようね」      「いただきます！」 

                     「熱いけど，おいしい！」 

                     「甘い！」                                

                     「僕たちのおいもも，大きくなったかな 

                      あ」 

「じゃあ，畑に見に行こうか」       「行こう，行こう！」 

 

サツマイモを収穫する 

  

                     「たくさんとれたよ。何個あるかな」 

「数えてみようか」            「うん，数える」 

                     「３８個もあったよ」 

                     「お家にも持って帰りたいな」 

「じゃあ，一人３個ずつ持って帰ろう」   「袋に詰めよう。１個，２個，３個」 

                     「まだ，たくさんあるよ」 

                     「やきいもパーティーやりたいな」 

「いいねえ。パーティーは誰とやりたいの」 「ぼくは職員室の先生を呼びたい」 

                     「私はお家の人にも来てほしい」 

「じゃあ，招待状書こうか」        「書く，書く！」 

「招待状には何を書けばいいのかな」    「いつやるかを書かなきゃ」 

                     「どこでやるかも」 

                     「プログラムもいるよ」 

 

招待状を書く 

 

                     「教室もきれいに飾りたい！」 

                     「いもの絵を描いて飾ろう」 

 

教室の飾り付けをする 

【生活】 

・ 「食事」「清潔」 

 に関する内容 

 

 

 

 

 

 

 

【生活】 

・ 「自然」「役割」 

 「手伝い」に関する 

 内容 

【算数】 

・ 「数と計算」に関 

 する内容 

【国語】 

・ 「書くこと」に関 

 する内容 

・ 「話すこと」に関 

 する内容 

 

 

 

 

 

 

【図画工作】 

・ 「表現」に関する 

 内容 

単元名「やきいもパーティーをしよう」 

評価も各教科等の目
標に照らして行うこ
とに留意する 

…
 

…
 

…
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 前ページの単元の流れを単元計画にして記述してみます。 

 単元「やきいもパーティーをしよう」では，単元そのものに入る前
に，子どもの「～したい」という課題意識を明確にしつつ，醸成させ
ていくための，言わば“プレ単元”とでもいう学習活動が５月に組み
込まれています。  

 この“プレ単元”によって，後に展開していく本単元における子ど
もの課題意識を，より明確にすることができます。 

 また，教科等の内容が先にあるのではなく，子どもの課題意識を大
切にした展開の中で，結果的に教科等の内容が身に付くということは，
前に述べたとおりです。 

○ 単元名 「やきいもパーティーをしよう」 

 

○ 単元の目標 

 ・ 自分から進んで「やきいもパーティー」の計画や準備，運営をすることができる。 

 ・ 友達と協力しながら，計画や準備を進めたり，パーティーが楽しくなるように工夫を凝ら  

  したりすることができる。 

  

○ 単元計画（全１５時間） 

 

 第一次   

  第１・２時   サツマイモを収穫しよう 

  第３・４時   「やきいもパーティー」の計画を立てよう 

  第５・６時   招待状を書こう 

  第７～１０時  係分担（司会，初めと終わりのあいさつ，クイズ係，飾り付け係等）に  

          従って準備しよう 

  第１１～１４時 「やきいもパーティー」をしよう 

 

 第二次   

  第１時     振り返りをしよう   

  

「やきいもパーティーをしよう」単元計画例 
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（２） 教科別の指導 

 教科別の指導とは，時間割の中に，各教科の時間を設けて指導することです。指導を行う教科
やその授業時数の定め方は，対象とする子どもの実態によっても異なります。一人一人の子ども
の障害の状態や発達段階等に応じた教科別の指導を展開しましょう。 

 知的障害のある子どもの各教科の指導 
 知的障害のある子どもの学習では，小・中学校の各教科の目標や内容を踏まえて指導しますが，
子どもの実態によっては，小・中学校の学習内容が適切ではない場合もあります。 

 そこで，教科別の指導を計画するに当たっては，一人一人の子どもの興味・関心，学習状況，
生活経験等を十分に考慮した内容を選択，組織することが大切になります。 

 また，特別の教育課程を編成する場合は，特別支援学校学習指導要領の知的障害者を教育する
特別支援学校の各教科を参考に編成することができます。 

 

 

◆小学校 … 国語，社会（第３～６学年），算数，理科（第３～６学年）， 

       生活（第１・２学年），音楽，図画工作，家庭（第５・６学年），体育 

◆中学校 … 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，技術・家庭，外国語 

        

 

 

◆小学部 … 生活，国語，算数，音楽，図画工作，体育 

◆中学部 … 国語，社会，数学，理科，音楽，美術，保健体育，職業・家庭，外国語（選択） 

小・中学校の各教科 

知的障害者を教育する特別支援学校の各教科 

Check point１  ～特別支援学校の「生活」と小学校の「生活」との違い～ 
 特別支援学校（知的障害）小学部の各教科である「生活」は，小学校第１・２学年の各教科である「生
活」と同じ教科名ですが，内容には大きな違いがあります。 

 

 特別支援学校（知的障害）小学部の「生活」は第１～６学年を通して履修します。内容は，３段階に分け
て構成（「段階」については下の「Check point ２」を参照）されています。具体的には，「基本的生活習
慣」「健康・安全」「遊び」「交際」「役割」「手伝い・仕事」「きまり」「日課・予定」「金銭」「自
然」「社会の仕組み」「公共施設」の１２の観点から構成されており，例えば，「基本的生活習慣」の内容
は，更に「食事」「用便」「寝起き」「清潔」「身の回りの整理」「身なり」に分けられています。特別支
援学校学習指導要領解説に「生活の自然の流れに沿って指導することが重要である」と記述されているよう
に，基本的には，時間割の中で単独に位置付くというよりも，「生活単元学習」や「日常生活の指導」等の
「各教科等を合わせた指導」の中心的な教科として位置付くことになります。 

 

 一方，小学校の「生活」は，単独で時間割に位置付き，「学校と生活」「家庭と生活」「地域と生活」
「公共物や公共施設の利用」「季節の変化と生活」「自然や物を使った遊び」「動植物の飼育・栽培」「生
活や出来事の交流」「自分の成長」という九つの内容から構成されています。 

Check point ２ ～「学年別」ではなく「段階別」～ 
 特別支援学校（知的障害）各教科の内容は，学年別には示されておらず，段階別（小学部３段階，中学部
１段階，高等部２段階）に示されています。その理由は，対象とする子どもの学力等が，同一学年であって
も，知的障害の状態や経験等が様々であり，個人差が大きいためです。例えば，中学部に所属している子ど
もでも，小学部段階の内容を学習する場合もあります（ただし，教科名は変えられません）。 
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 学習指導案の作成に当たっては，特に決まった書式はなく，指導者が自分の考えや提案を具体
的に表現することが大切です。ただし，少なくとも，次の点を学習指導案に示す必要があります。 

１ 授業の目標や内容等と子どもの実態との関連 

２ 単元全体の展開における本時の位置付けや他の単元及び教科等との関連 

３ 本時における子どもの学習活動の想定と実態に応じた手だて 

４ 本時における評価の明確な位置付け 

 学習指導案の様式例 

３２ 

○ ○ 特 別 支 援 学 級  ○ ○ 学 習 指 導 案 

 
年  月  日（  ）第 校時  教室  指導者 

１ 単元名 

 （題材名） 

２ 単元（題材） 

 設定の理由 

○児童（生徒）観………………・ 児童（生徒）の学年，性別，本単元（題材）に関 

               わる日常生活や学習面の様子，単元（題材）との関 

               わり，単元（題材）への関心・意欲，知識・技能， 

               態度・習慣等の諸能力，関連する諸経験，既習事項 

               の定着度，本時に関する児童（生徒）の実態等 

 

○単元観（題材観，教材観）…・ 取り上げる単元の内容，児童（生徒）が単元（題 

               材）を学習する意義 

              ・ 個別の指導計画や学習指導要領の内容，項目との 

               関連，既習教材や教科・領域，日常生活との関連等 

 

○指導観…………………………・ 意図，教師の願い，指導形態，指導方法の工夫， 

               具体的な支援の手だて，教材・教具の工夫，教師の 

               協力体制等 

   

              ※ 児童（生徒）が主体的に活動に取り組むことがで 

               きるように，指導上の教師の支援を具体的に書く。 

３ 単元の目標 

   ※ 文末表現のの例：～することができる。〔児童（生徒）の立場で書く〕 

 

   ※ 指導内容や指導の評価に応じて，個別の指導計画に関連させて設定する。 

４ 指導計画 

 （全○時間） 

 第 一 次                            ………○時間 

 第 二 次                           ………○時間 

  第 １ 時                     本時（○／○時間） 

   

 第 三 次                           ………○時間 

学習指導案の様式例 

： 

： 
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児童（生徒）名 単元（題材）に関する実態 単元（題材）の個別目標 個別に必要な留意事項 

Ａ 児 

（性別，学年） 

※ 医学用語や 

 ＩＱは表記し 

 ない。 

※ 単元（題材）に取 

 り組んでいく上で， 

 特に必要な個別的な 

 配慮・留意事項を記 

 述する。 

Ｂ 児 

Ｃ 児 

目 標 

全 体 

個 別 

Ａ 児 Ｂ 児 Ｃ 児 

評 価 
学 習 活 動 教 師 の 支 援 お よ び 配 慮 事 項 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

● 

※ 目標達成に関わ 

 って，各学習活動 

 に設定された学習 

 課題に対応した評 

 価規準を個々の児 

 童（生徒）ごとに 

 明確に示しておく。

 

 

● 個別の手だて 

 を記述する。 

 

● 

 

● 

： 

※ 単元に関する実態を記述し，それに続けて個別の 

 目標を示す。 

※ 授業後評価できるように，できるだけ具体的に記
述する。 

※ 全体への支援と個への支援を記述する。 

※ 全体に共通する中心的な課題があれば記述する。 

※ 学習活動に対応した個々の課題を    の中に具  

 体的に記述する。 

５ 児童（生徒）の本単元（題材）に関する実態および本単元（題材）における個別目標 

６ 本時案（○次 第○時） 



 道徳，外国語活動（小学校のみ），特別活動，自立活動の時間を，各教科とは区別して，領域
別の指導と呼びます。領域別の指導は，子どもの実態によって適切に取り扱うことが必要です。
それぞれのねらいと子どもの実態に応じて指導の工夫をしましょう。 

 特別支援学級においても，通常の学級と同様に，学校の教育活動全体を通して，道徳的な心
情，判断力，実践意欲と態度等の道徳性を養うことをねらいとしています。道徳の時間は，小
学校，中学校の道徳教育の目標に基づき，各教科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別
活動における道徳教育と密接な関連を図りながら進めていきます。 

 特別支援学級の子どもは，その障害の状態により，様々な面で経験不足になりがちです。そ
こで，道徳の時間における指導においても，各教科等との関連を密にしながら，経験を広げて
いくことが必要です。 

 知的障害のある子どもの場合は，より生活に結び付いた具体的な場面を通して指導すること
が効果的です。 

道 徳 

 外国語活動は，外国語を通じて，言語や文化について体験的に理解を深め，積極的にコミュ
ニケーションを図ろうとする態度の育成を図り，外国語の音声や基本的な表現に慣れ親しませ
ながら，コミュニケーション能力の素地を養うことをねらいとしています。 

 ただ，特別支援学校学習指導要領において，知的障害を対象とする小学部の教育課程に外国
語活動は設定されていません。そこで，知的障害特別支援学校の学習指導要領を取り入れてい
る小学校特別支援学級（知的障害特別支援学級）の場合には，外国語活動を行う必要はありま
せん。ただし，外国語活動のねらいや学習内容等から実施が可能と判断される場合には，交流
学級での外国語活動の授業への参加や特別支援学級での指導時間の設定等行うことができます。
また，知的障害がなく，外国語活動を行う場合には，以下のことに配慮して指導する必要があ
ります。 

 ① 児童の障害の状態に応じて，指導内容を適切に精選するとともに，その重点の置き方 

  等を工夫すること。 

 ② 指導に当たっては，自立活動における指導と密接な関連を保ち，学習効果を一層高め 

  るようにすること。 

外国語活動 

 特別活動は，学級活動や学校行事等，集団活動を通して，自分の役割を意識し，仲間と協力
して活動する中で，集団の一員としての自覚をもったり，積極的に責任を果たしたりすること
ができるようにしていきます。 

 指導内容については，障害の状態に応じて，活動の種類や時期，実施方法等について考えま
す。 

特別活動 

（３） 領域別の指導 
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自立活動 

 自立活動についての素朴な疑問…？？？ 
Ａ１：「自立活動」の「自立」とは， 

  “生活の自立”という意味ではあり 

  ません。もちろん，生活スキルを指 

  導することは大切なことですが， 

  「自立活動」が担っている指導内容 

  ではないのです。 

   「自立活動」とは，障害による学 

  習上又は生活上の困難を主体的に改 

  善・克服するための指導領域です。 

Ａ２：それは，「自立活動」を“自立し 

  た活動”と捉えて，自学自習ができ 

  るようにするという発想ですが，そ 

  れも，「自立活動」の趣旨とは異な 

  っています。 

 では，「自立活動」とは，一体，どういう指導なのでしょう…？ 

Ｑ２：「自立活動」とは，学習場 

  面で，教師がそばにいなくて 

  も，一人で課題に取り組むこ 

  とができるようにするための 

  指導でしょうか？ 

Ｑ１：「自立活動」とは，将来，自立 

  した生活を送ることができるよう 

  になるために，例えば，自分一人 

  で料理を作ったり，洗濯したり， 

  買い物練習をしたりするなど，生 

  活スキルを指導するものと考えて 

  いいでしょうか？ 

 自立活動は，特別支援学校の教育課程に特別に設けられた領域で，次のような目標の下に指導を行
います。 

 個々の児童又は生徒が自立を目指し，障害による学習上又は生活上の困難を主体的に
改善・克服するために必要な知識，技能，態度及び習慣を養い，もって心身の調和的発
達の基盤を培う。 

  

 そこで，この一人一人の児童生徒の障害による学習上又は生
活上の困難を改善・克服するために，「自立活動」という特別
の指導領域が設定されています。自立活動の指導を行うことに
よって，障害のある児童生徒の人間として調和のとれた育成を
目指しているのです。 

   

 そもそも特別支援学級に在籍している児童生徒は，障害による困難
があるために特別支援学級に入級しています。ですから，通常の学級
に在籍している児童生徒と比べて，学習や生活の様々な場面において
困難が生じやすい状況にあると考えられます。要するに，通常の学級
の児童生徒と同じような教育を進めていくだけでは十分とは言えない
わけです。 
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 「特別支援学校学習指導要領解説自立活動編（以下「自立活動
編」という）」の７７ページから，自立活動における個別の指導
計画作成の手順について説明されています。 

 また，自立活動の指導の基本として，個別の指導計画を作成し
た具体的な指導内容の例も9ページから示されています。 

① 「実態把握」 
② 実態に即した「指導目標の設定」 

③ 個々の指導目標を達成するために必要な「項目の選定」 

④ 選定した項目を関連付けた「具体的な指導内容の設定」 

    自立活動における個別の指導計画は次の手順で作成します。 

（１） 生活のリズムや生活習慣の形成に関すること 

（２） 病気の状態の理解と生活管理に関すること 

（３） 身体各部の状態の理解と養護に関すること 

（４） 健康状態の維持・改善に関すること 

１ 健康の保持 

（１） 情緒の安定に関すること 

（２） 状況の理解と変化への対応に関すること 

（３） 障害による学習上又は生活上の困難を改善・克 

   服する意欲に関すること 

２ 心理的な安定 

（１） 他者とのかかわりの基礎に関すること 

（２） 他者の意図や感情の理解に関すること 

（３） 自己の理解と行動の調整に関すること 

（４） 集団への参加の基礎に関すること 

３ 人間関係の形成 

（１） 保有する感覚の活用に関すること 

（２） 感覚や認知の特性への対応に関すること 

（３） 感覚の補助及び代行手段の活用に関すること 

（４） 感覚を総合的に活用した周囲の状況の把握に関 

   すること 

（５） 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関す 

   ること 

４ 環境の把握 

（１） 姿勢と運動・動作の基本的技能に関すること 

（２） 姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用に関 

   すること 

（３） 日常生活に必要な基本動作に関すること 

（４） 身体の移動能力に関すること 

（５） 作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

５ 身体の動き 

（１） コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

（２） 言語の受容と表出に関すること 

（３） 言語の形成と活用に関すること 

（４） コミュニケーション手段の選択と活用に関する 

    こと 

（５） 状況に応じたコミュニケーションに関すること 

６ コミュニケーション 

 上記の③④に関わる自立活動の「内容」は，下記のように６区分26項
目で示されています。その中から個々の児童生徒の障害の状態や発達の程
度に応じて必要な項目を選定し，関連付けて具体的な指導内容を設定しま
す。自立活動の「内容」の全てを指導するというものではありません。 

 次のページには「自立
活動の指導『手順シー
ト』」，巻末には手順及
び実践例，指導案様式例
を掲載しています。ぜひ，
ご覧ください。 
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選 

定 

さ 

れ 

た 

項 

目 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニ 

ケーション 

選定された項目を 

関連付け具体的な 

指導内容を設定 

具体的な
指導内容 

短期目標
の評価 

指導場面 

                     背景要因 

 

 

 

 

 

 

 

実
態
把
握 

 障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，生活や学習環境等について多面的に情報収集 

収集した情報を学習上又は生活上
の困難の視点から整理 

 学習面や生活面で子どもが困ってい
ることを書き出していきます。保護者
が気付いている子どもの困っているこ
とも参考になります。 

いくつかある指導目標の中で優先する目標を設定 長期目標 

短期目標 

 それぞれの困っている事柄の背景にある要
因を書きましょう。背景要因を推測するに当
たっては，障害特性や発達に関する諸検査等
の結果，自立活動の内容の６区分の視点等を
参考にしてみましょう。 

 学習上，生活上の困難を改善するという視
点，生活の質を向上させるという視点で考え
てみましょう。長期目標は，１年間程度の期
間で達成できることを目標にしましょう。 

  

 目標に対して指導がどうであったのか，目標がどの程度達成できたかを書いてみましょう。 

 自立活動は学校の教育活動全体を通じて行うことが基本になります。この欄では，その
中でも優先度の高い指導場面を記入することで複数の教員で共通理解を図り，一貫した指
導を行うための一助とします。 

 子どもの活動のレベルで書きましょう。目標達成のためにどんな活動が必要かを考えてみましょう。 

  

必要性…現在の生活だけでなく将来の生活を見通し 

    て，今何が必要か 

適時性…今指導することが適切な時期か 

達成可能性…予定の指導期間内で達成できるか 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

 段階を踏んだ指導を展開し，最終的に長期目標を達成できるようにしましょう。長期
目標の達成に向け，段階的に取り組むことができること，環境を整えるとできること等
を考えてみましょう。また，「何をどんな支援でどのようにする」という条件・達成基
準を具体的に考えてみましょう。さらに次のこと等も加えて考えてみましょう。 

①具体的な場面や活動 ②時間や回数 ③支援の条件 

 具体的な指導内容を考えるときに参考になる視点が自立活動の内容の６区
分２６項目です。どの項目が関係しているか多面的に捉えていきます。背景
要因となっていることには，一つの区分だけしか関連していないということ
はありません。 

   この様式に当て
はめて考えていけ
ばいいんですね！ 

   巻末資料（４５ページ以降）に実際の
シートの活用手順及び実践例を掲載して
いますので，ぜひ，ご覧ください。 
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７ 個別の指導計画 
 「個別の指導計画」は，一人一人の状態等に応じたきめ細かな指導が行えるよう，学校におけ
る教育課程や指導計画等を踏まえ，より具体的に教育的ニーズに対応した各教科等の指導目標や
指導内容・方法を盛り込んだ計画です。 

 「個別の指導計画」は，各教職員の共通理解の下に，一人一人に応じた指導を一層進めるため
のものであり，子どもの実態や各教科等の特質等を踏まえて，様式や内容等を工夫して保護者と
共に作成することが大切です。そして，適宜評価を行い，指導内容や方法を改善し，より効果的
な指導を行うことが必要です。 

 実態把握 ～アセスメント～ 
 目標の設定 ～方向性を定める～ 
 指導計画の作成 ～具体的な計画～ 

 指導の展開 ～日々の記録・評価～ 
 総合評価 

① 子どもがつまずいているところを発見する。 

② 子どもがどこまで習得しているかを把握する。 

③ 子どもの得意な面を発見する。 

④ 課題を遂行しているときの子どもの様子を把握 

 する。 

⑤ 子どもがつまずいている要因を推定する。 

⑥ どの部分で支援を必要としているかを把握する。 

⑦ 子ども本人のニーズを把握する。 

⑧ 家族のニーズを把握する。 

 

① 長期目標の優先順位を決める。 

② 基本的なつまずきからアプローチする。 

③ 他の課題への影響を考慮する。 

④ 次につながるような短期目標を設定する。 

⑤ 生活とのつながりを考慮する。 

⑥ 子ども本人のニーズを考慮する。 

⑦ 家族のニーズを考慮する。 

⑧ 立てた短期目標について複数の教師で検討する。 

① 子ども主体の短期目標を設定する。 

② 短期目標を明確に絞る。 

③ 観察及び評価可能な目標を設定する。 

 ・ 条件が示されている。 

 ・ 基準が示されている。 

④ 子どもの得意な面を生かす。 

⑤ 課題の順序を適切に配列する。 

⑥ 手だての量を適切に設定する。 

⑦ 必要に応じて，計画の見直しや修正を行う。 

① 集中時間の配慮を行う。 

② 無理のない課題配分にする。 

③ 抵抗感，二次障害への配慮を行う。 

④ 動機付けを高める工夫をする。 

⑤ 有用感，達成感を味わえる工夫をする。 

⑥ 達成状況のチェック（記録・評価）を行う。 

⑦ 課題順序の適切性をチェック（記録・評価）す 

 る。 

⑧ 手だての内容，量をチェックする。 

⑨ 指導前の仮説との整合性をチェックする。 

① 長期目標・短期目標や達成状況を適切に評価す 

 る。 

② 指導内容や方法を評価する。 

③ 来学期，次年度のビジョンをもつ。 

④ 保護者への報告・説明を行う。 

修
 

正 

 個別の指導計画作成・指導の流れ 
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個別の指導計画（小・中学校 特別支援学級） 

氏   名     学校   第  年  組  番 

記 入 者   記入日   平成    年    月    日 

本 人 の 

願 い 

  

保護者の 

願 い 

  

医療・福祉等関係機関等からの情報・診断等 診 断 名 ・ 諸 検 査 の 結 果 

    

配 慮 事 項 

共 通 理 解 事 項 

  

得 意 な 面 

興 味 関 心 

  

苦手な面 

避けること 

  

  実   態 
長 期 目 標 

（ １ 年 間 ） 

短期目標 

（ 学期） 
支 援 方 法 評 価 

基本的生活習慣 

          

社 会 性 

休 憩 時 間 

交流および 

共同学習等 

          

コミュニケーション 

          

国   語 

          

算   数 

          

生   活 

          

（その他教科） 

          

自 立 活 動 

          

そ の 他 

          

 支 援 体 制   

  

 「個別の指導計画」の様式は，特に決まったものはありませんが，様式例として，『特別支援教
育サポート事業ハンドブック』（2006，岡山県教育庁指導課特別支援教育室（現 岡山県教育庁
特別支援教育課））に掲載されている様式を示します。（岡山県教育庁特別支援教育課Ｗｅｂペー
ジに記入例が示されています。） 

 様式は必要に応じて欄を追加したり，欄
のサイズを大きくしたりしながら，記入し
やすいようにアレンジしましょう。 

 １年間程度の期間で設定します。 

 加筆修正は新たなシートに記入するので
はなく，二重線で見え消しをする等して以
前の記載事項を残しておきます。 

 保護者の願いを大切にしましょう。 

○短期目標は長期目標を達成するための 

 ステップであることが大切です。 

○「条件（状況）」「基準」「行動」に 

 ついて記述しましょう。 

・「条件」…具体的な場面の想定 

 例：「学習手順を書いたカードを示さ  

     れたとき」 

・「基準」…数値化する等明確化 

 例：×「タオルを丁寧に畳む」 

   ○「タオルの端と端を合わせて半 

     分に畳む」 

 例：×「読み書き計算の力を高める」 

   ○「平仮名の清音１０個を確実に 

      読めるようになる」 

・「行動」…測定，観察可能な表現 

 例：×「かなり」「非常に」 

    「しっかり」「きちんと」 

   ○「○分間に○回」 

    「○分以内に」 

 
（※ 適切であると考えられる表現を「○」，  

  不適切であると考えられる表現を「×」 

  と表示している。） 

・「目標」は子どもが主語，「支援」は指導者が主語 

 例：×【目標】 情緒の安定を図る。 

   ×【支援】 規則正しい生活をする。 

   ○【目標】 安定して一日を過ごす。 

   ○【支援】 毎日のスケジュールをできるだけ一定にし，
        予測ができるように写真で順に提示する。 

・「目標」と「支援」は対応させる 

 例： 【目標】 「○○のうた」で音やリズムを楽しむ。 

   ×【支援】 鍵盤楽器や打楽器でリズム感を高める。 

   ○【支援】 鍵盤楽器の旋律に合わせて，ジャンプや横   

        揺れ等，全身を動かすように誘う。また，曲 

        の節目に気付いて，打楽器をたたく等，リズ 

        ムを意識しながら自ら演奏に参加するように 

        援助する。 

・「支援」は教育の専門家として工夫あるものを 

 例： 【目標】 よく知っているものを表す２～３の単語が  

        書けるようになる。 

   ×【支援】 毎朝ノートに繰り返し書かせる。 

   ○【支援】 ゲームの要素を取り入れながら，実物に文 

        字カードを貼り付けたり，マッチングによっ 

        て選択したりする等の活動を友達と楽しませ 

        た後，文字を書く練習をさせる。 

 自立活動については４６ページに示す自立
活動の指導「手順シート」に記入した後に転
記していくとよいでしょう。 
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８ 個別の教育支援計画   

個別の支援計画 
－障害のある子どもを生涯にわたって支援－ 

  
 「個別の教育支援計画」は，障害のある子どもに関わる様々な関係者が，子どもの障害の状態
像に関わる情報を共有し，教育的支援の目標や内容，関係者の役割分担等について計画を作成す
るものです。 

 障害のある子どもが，生涯にわたって地域の中で自立し，社会参加していくためには，教育だ
けでなく，福祉，医療，労働等の様々な側面からの取り組みを含め，関係機関等の密接な連携協
力の下に，多様な支援が確保されることが不可欠です。 

 そこで，障害のある子どもが教育の対象である時期に，学校が中心となって，教育の視点から
適切な対応をしていくという考え方の下で作成されるものが「個別の教育支援計画」です。 

 「個別の支援計画」と「個別の教育支援計画」の関係については，
「個別の支援計画」を関係機関等が連携協力して策定するときに，学校
や教育委員会等の教育機関等が中心になる場合に，「個別の教育支援計
画」と呼んでいるもので，概念としては同じものになります。「個別の
教育支援計画」は，「個別の支援計画」の学校教育バージョンといって
もよいでしょう。 

 ４１ページでは，「個別の教育支援計画」の様式を見ていきます。 

福祉，医療，労働等関係機関 

企 業 

ＮＰＯ 
大 学 

保護者 

特別支援学校 

特別支援学校 

大 学 

保護者 

中学校 

小学校 福祉，医療等関係機関 

保護者 ＮＰＯ 

特別支援学校 

幼稚園 

卒業後 
就学中 

就学前 
保育所 

福祉，医療，労働等関
係機関 

・ 一人一人の教育的ニーズを把握 

・ 関係者や関係機関の連携による適 

 切な教育的支援を効果的に実施 

個別の教育支援計画 

 個別の教育支援計画，ＰＤＣ
Ａサイクルに基づいた評価計画
の作成が重要 

高等学校 

※ 『「個別の教育支援計画」策定に関する実際的研究』 （2006，独立行政法人国立特殊教育総合研究所 

 （現 特別支援教育総合研究所））に基づき作成 
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個別の教育支援計画（小・中学校用） 

（ ふ り が な ）   性 別 生年月日   

児 童 生 徒 氏 名     学 年   

障 害 等 の 状 況   手 帳 等 （平成  年  月  日交付） 

住 所   連 絡 先   

保 護 者 名   緊急連絡先   

在 籍 校 

  

連 絡 先   

コーディネーター；   

関連する学校 

  

連 絡 先   

コーディネーター；   

現在の生活・将来の生活についての希望 

 本人    保護者   

支援の目標 

  

在 籍 校 で の 支 援 内 容 在 籍 校 で の 支 援 内 容 の 評 価 

    

関係機関での支援内容 

 A家庭生活  B余暇・地域生活  C医療・健康  Dその他 

 1.支援機関  1.支援機関  1.支援機関  1.支援機関 

        

 2.支援内容  2.支援内容  2.支援内容  2.支援内容 

        

内容の評価 

  

支援会議（予定も含む） 

日   時 参  加  者 協 議 内 容 ・ 引 継 ぎ 事 項 等 

      

更  新  履  歴 

（    年  月  日） 

（ 更  新  内  容 ） 

  

担 任 確 認 欄 

（ 年 度 ・ 月 日 ・ 印 ） 

年 度 年 度 年 度 

      

策定日   平成   年   月   日       立      学校校長 

策定担当 

 「個別の教育支援計画」の様式も，特に決まったものはありませんが，様式例として， 『特

別支援教育サポート事業ハンドブック』（2006，岡山県教育庁指導課特別支援教育室（現 

岡山県教育庁特別支援教育課））に掲載されている様式を示します。（岡山県教育庁特別支援
教育課Ｗｅｂページに記入例が示されています） 

 

「個別の教育支援計画」を活用するためのポイント 

①  子どもへの的確な支援を行うためには，保護者に適切な情報を提供し，前向きに参画できるよう環境を整
えることが大切です。 

②  個々のニーズに応じた支援の目標や内容に応じて，関係機関の連携を広げていきます。地域の特別支援学
校や活用できる機関を見付けましょう。 

③  保護者や本人の了承の下，支援に必要な個人情報を共有することで，幼稚園，学校，関係機関との信頼関
係や支援へのつながりが深まります。 

④  「個別の教育支援計画」や「個別の指導計画」，授業の目標との関連を図ることで，一貫した指導の方針
が保たれます。 

⑤  障害のある子どもと障害のない子どもとの交流及び共同学習を推進する上で，目的や意義を明確にします。

⑥  社会参加や自立を見通した長期・短期の目標設定を行い，幼稚園，小学校，中学校，高等学校への引き継
ぎと一貫した支援に結び付けます。 

 この欄には，支援機関の担当者名，
連絡先等も記入しておきましょう。 

 支援内容については，頻度（月○
回）等も重要な情報です。 

 様式は必要に応じて欄を追加した
り，欄のサイズを大きくしたりしな
がら，記入しやすいように学校独自
のものとしてアレンジすることがで
きます。 

 長期的な期間で設定します。 

 支援内容例 

  …の環境を整える。 

  …の場を設定する。 

  …が経験できる活動を増やす。 

  …に配慮する。 

 ※交流及び共同学習についても 

  記入しておきます。 

 加筆修正は新たなシートに記入す
るのではなく，見え消しをする等し
て以前の記載事項を残しておきます。 
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９ 交流及び共同学習 
 交流及び共同学習については，子どもにとって必要で効果的な内容を十分に吟味して取り組む
ことが大切です。交流及び共同学習は，子どもにとって有意義である必要があります。交流学級
の担任，保護者の理解・協力を得ながら決定していきます。 

 交流及び共同学習は，特別支援学級の子どもと他の学級や学校の子どもが理解し合うための絶
好の機会であり，同じ社会に生きる人間として，互いを正しく理解し，共に助け合い，支え合っ
て生きていくことの大切さを学ぶ場でもあると考えられます。そこで，効果的な取り組みとなる
ように，組織的，計画的，継続的に実施することが大切です。 

 通常の学級の授業に多く参加させるということと，交流及び共同学
習を積極的に実施するということは同じ意味ではありません。特別支
援学級に在籍していることの意義が失われることのないように，適切
にその方法や時間を定め，実施することが必要です。 

 交流及び共同学習の方法や内容 

 交流及び共同学習を行う際の留意点 

 交流及び共同学習については，多様な方法があります。実際に活動を進めるに当たってはでき
るところから始め，関係者の理解を深めながら，徐々に活動の幅を広げていきましょう。 

○ 給食，係活動，清掃等を交流学級や特別支援学級等で共に活動 

○ 特定の教科（音楽，図画工作，保健体育等）を交流学級で共に学習 

○ 学年や交流学級の行事に学年・学級の一人として参加 

○ 興味・関心のもてる特定の単元や題材を選んで共に学習 

○ 学年や交流学級が行う総合的な学習の時間に，交流学級の一員として参加 

○ 通常の学級や地域の人たちに対しては，障害についての正しい知識，適切 

 な支援や協力の仕方等について理解を促すことが必要です。 

○ 特別支援学級の子どもに対しては，積極的な行動や支援・協力の求め方， 

 断り方，自分の気持ちの表現の仕方等について一緒に考えたり励ましたりす 

 ることが大切です。 

○ 活動の際は，子どもが主体的に取り組めるようにすることが大切です。 

○ 事故の防止に努め，活動が子どもの負担過重にならないようにします。 
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10 保護者との連携 
 保護者や家庭との連携・協力は教育の基盤です。その重要性は，特別支援教育においても同様
です。障害があるために，周囲から受ける影響によって，子どもの状態像が大きく変わることを
考えると，保護者との安定した関係づくりは一層大切であるといえます。 

 保護者との連携の第一歩は，まず，保護者の気持ちや願いを共感的に受け止めていくことで
す。上述したように，保護者には，これまで，大きな苦労や悩み，不安があったことが想像さ
れます。場合によっては，保護者自身が周囲の理解を得られず，苦しい状況であったことも予
想できます。 

 したがって，担任は保護者に対して，これまでの子育てに敬意とねぎらいの気持ちで接する
とともに，これからは，共に子どもの可能性を引き出し，力を伸ばしていきたいという思いを
伝えることが大切です。いきなり，保護者に「○○してほしい」「親として～すべきだ」とい
うスタンスで接することは，必ずしもよい結果につながるとは限らないと考えられます。 

 保護者との連携の第一歩 

 子どもが胎内にいると分かった時から，両親は生まれてくる子どもへの様々な思いを巡らせ
ます。その思いは，通常，健康で元気な赤ちゃんのイメージであると思われます。 

 したがって，障害のある子どもの誕生は，子どもの両親にとって，大きな混乱を与えるもの
だといえます。また，子どもが成長するにつれて，周りの同年齢の子どもと様子が違うことに
気が付き，心配や不安を感じることもあります。 

 ドローターら（1975）は，障害受容の経過を「Ⅰ．ショック（周囲に対して心を閉ざして
しまう）」「Ⅱ．否認（障害を認めたくない）」「Ⅲ．悲しみ・怒り・不安（なぜ，私の子が
…）」「Ⅳ．適応（事実の受け止め）」「Ⅴ．再起（障害のある我が子と共に生活していこ

う）」としています。また，たとえ，我が子の障害を受容できたとしても，その状態がずっと
続くとは限りません。子どもの成長の節々では，感情が揺れ動くこともあるのです。 

 このように，保護者は絶望や希望の感情を抱き，迷い苦しみながらも，今日まで我が子を育
ててこられました。そういった背景に思いを寄せながら，保護者との関係づくりを進めていく
ことが大切です。 

障害のある子どもの保護者の心情とは… 

保護者の信頼を得るために… 

 お母さん，今日，学
校楽しかったよ！ 

 今日，こんなことが
できたよ！ 

 今日，先生に褒めら
れたんだ！ 信頼 
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11 各種援助制度 
 子どもの障害種別や障害の状態によって，本人や家族を援助するために，教育，福祉，医療，
労働等において各種援助制度があります。保護者や関係機関との連携を図る上でも，主なものに
ついて知っておくことが大切です。 

 特別支援教育就学奨励費 

 特別児童扶養手当 

 特別支援学級で学ぶ際に，保護者が負担する教育関係経費について，家庭の経済状況等に応じ
て，国及び地方公共団体が補助する仕組みです。 

◆ 支給項目 

 ① 学校給食費  ② 交通費（通学費，職場実習交通費，交流及び共同学習交通費）   

 ③ 修学旅行，校外活動参加費  ④ 学用品等購入費  ⑤ 新入学児童生徒学用品費等   

◆ 支給窓口 

  小・中学校においては，各市町村の教育委員会より支給されています。各学校の事務担当者 

 が窓口になって，事務を担当しています。 

 身体に障害を有する児童について，その児童の看護に当たる父若しくは母，又は父母に代わる
養育者に対して，この手当が支給されます。 

◆ 対象 

  ２０才未満の障害児であって，「特別児童扶養手当等の支給に関する法律」に定められた障  

 障害状態である者。所得制限があります。 

◆ 手続き 

  市役所・町村役場に認定請求書及び必要な書類（戸籍謄本，診断書，住民票等）を提出しま 

 す。審査の上，申請した日の翌月から郵便局で支給されます。 

 療育手帳 

 知的障害者が，指導や相談，各種援助を受けることにより，生活しやすくなるための手帳です。 

◆ 対象 

  おおむね１８歳までに知的機能の障害が現れ，日常生活に支障が生じているため，何らかの 

 援助を必要とする状態にある者。 

◆ 手続き 

  市町村福祉事務所で所定の手続きの上，児童相談所又は知的障害者更生相談所で判定を受け  

 る必要があります。障害の程度により，手帳には「Ａ」「Ｂ」の２種類があります。 

 身体障害者手帳 

 身体障害者が，指導や相談，各種援助を受けることにより，生活しやすくなるための手帳です。 

◆ 対象 

  障害の程度により１級から６級までがあり，等級は指定医師の診断書・意見書を参考にして 

 知事が決定する。 

◆ 手続き 

  市町村福祉事務所で相談，申請をします。 
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自立活動＜手順編＞ 

★ 巻末資料 
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選 

定 

さ 

れ 

た 

項 

目 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニ 

ケーション 

選定された項目を 

関連付け具体的な 

指導内容を設定 

具体的な
指導内容 

短期目標
の評価 

指導場面 

                     背景要因 

 

 

 

 

 

 

 

実
態
把
握 

 障害の状態，発達や経験の程度，興味・関心，生活や学習環境等について多面的に情報収集 

収集した情報を学習上又は生活上
の困難の視点から整理 

 学習面や生活面で子どもが困ってい
ることを書き出していきます。保護者
が気付いている子どもの困っているこ
とも参考になります。 

いくつかある指導目標の中で優先する目標を設定 長期目標 

短期目標 

 それぞれの困っている事柄の背景にある要
因を書きましょう。背景要因を推測するに当
たっては，障害特性や発達に関する諸検査等
の結果，自立活動の内容の６区分の視点等を
参考にしてみましょう。 

 学習上，生活上の困難を改善するという視
点，生活の質を向上させるという視点で考え
てみましょう。長期目標は，１年間程度の期
間で達成できることを目標にしましょう。 

  

 目標に対して指導がどうであったのか，目標がどの程度達成できたかを書いてみましょう。 

 自立活動は学校の教育活動全体を通じて行うことが基本になります。この欄では，その
中でも優先度の高い指導場面を記入することで複数の教員で共通理解を図り，一貫した指
導を行うための一助とします。 

 子どもの活動のレベルで書きましょう。目標達成のためにどんな活動が必要かを考えてみましょう。 

  

必要性…現在の生活だけでなく将来の生活を見通し 

    て，今何が必要か 

適時性…今指導することが適切な時期か 

達成可能性…予定の指導期間内で達成できるか 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

 段階を踏んだ指導を展開し，最終的に長期目標を達成できるようにしましょう。長期
目標の達成に向け，段階的に取り組むことができること，環境を整えるとできること等
を考えてみましょう。また，「何をどんな支援でどのようにする」という条件・達成基
準を具体的に考えてみましょう。さらに次のこと等も加えて考えてみましょう。 

①具体的な場面や活動 ②時間や回数 ③支援の条件 

 具体的な指導内容を考えるときに参考になる視点が自立活動の内容の６区
分２６項目です。どの項目が関係しているか多面的に捉えていきます。背景
要因となっていることには，一つの区分だけしか関連していないということ
はありません。 
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プロフィール表 
氏 名 Ａ児 学 部 ・ 学 年 小学部第３学年 記 入 者 ○○ ○○ 

生 年 

月 日 
平成○年○月○日 障害・疾患名 知的障害 備 考   

生 育 歴 

項 目 内  容 

①基本的な生活 

   習慣 
・かぶるタイプの上着の着脱では，脱ぎ始めや着始めのときに裾を持たせることで取り 

 組もうとする。 

・ボタンは半分程度かけておいたりはずしておいたりすると自分で最後までできる。 

・靴下はつま先を入れると自分ではくことができる。 

・排泄は自立している。 

・水道の蛇口をひねって，水を出し，手を洗うことができる。 

・食事は一度にたくさん食べ物を口に入れてしまうので，一度に口に入れる量を調整し 

 ている。 

・スプーンで食べている。 

・牛乳が苦手で，ランチルームの外に流してしまうことがある。 

②人や物との関 

 わり 
・特定の教師からの働きかけは受け入れることができる。 

・友達のしていることが気になり，関わろうとすることもある。 

・友達の持っているおもちゃを取ったり，服を引っ張ったりしてトラブルになることが  

 多い。 

③心理的状態 ・機嫌のよいときは声を出して笑う。 

・毎日繰り返して行われる活動には落ち着いて取り組むことができる。 

・体調が悪いときや欲しい物が手に入らないとき等には自分の手をかんだり，頭をたた 

 いたりする。 

・周囲の人や物に興味が移りやすく注意が集中しにくい。 

・大きな音や友達の泣き声が苦手で，耳をふさいだり飛び出したりすることがある。 

④コミュニケー 

 ション 
・「靴を脱ぐ」「手を洗う」等，日常的で簡単な指示は理解して行動できる。 

・意に沿わない指示や分かりにくい説明をされたときには大声を出して怒ることがある。 

・困ったことがあっても助けを求めることができない。 

・混乱すると大きな声で叫んだり泣いたりする。 

⑤健康状態 ・健康である。 

・暑さや寒さは苦手で，活動に取り組みにくいことがある。 

（１）実態把握 A児を例に 

 ①ｰア：例えば，プロフィール表を活用して考えてみます 

  

 子どもの実態を把握しましょう。障害の状態は一人一人違って
います。自立活動では，一人一人の障害による学習上又は生活上
の困難を主体的に改善・克服することを目標にしています。子ど
もが自ら主体的に活動に取り組むことによって，知識や技能，態
度を身に付けていくことを重要視しているのです。実態把握に基
づいて設定する目標や具体的な指導内容，指導方法は，必然的に
一人一人異なってきます。 

  

 ここでは，知的障害特別支援学校の小学部第3学年
に在籍する児童を例に考えていきます。小・中学校の
特別支援学級でも自立活動の指導を考えていく基本的
な流れは同じです。 

※自立活動の指導「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 

指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 
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 まずは，実態把握の一例です。次のようなプロ
フィール表を作成して実態把握をする方法もあります。 



項 目 内  容 

⑥身体機能 

 
・絵本のページを１枚ずつめくることができる。 

・三輪車をこぐことができる。 

・椅子に座っていても時間が長くなると姿勢が崩れてくる。 

・シールを貼ったり，ビーズを通したりする指先を使った作業は苦手である。 

・高さ20cmくらいのハードルをまたぎ越すことができる。 

⑦知的機能 
（認知，言語，  

 記憶，判断， 

 推理，思考， 

 想像等） 

・教師が指さすところを注視することができる。 

・注意が集中しているときは絵と実物のマッチングができる。 

・教師のする簡単な動作を見て，同じような動作をすることができる。 

・教室の中の物の位置はよく覚えている。 

・自分の物と友達の物の区別ができる。 

・活動への見通しがもてないと不安になる。 

⑧興味・関心 ・TVアニメのビデオやキャラクターのグッズを好む。 

・絵本やパネルシアターは好きで集中して見ることができる。 

・写真に興味をもち始め，見ていることがある。 

・好きな歌のＣＤを聞くことが好きである。 

⑨諸検査 

 

・太田ステージ評価（ＬＤＴ－Ｒ）ステージⅡ（H○．○．○） 

⑩本人の願い 

⑪保護者の願い ・健康でいてほしい。 

・自傷行為がなくなってほしい。 

・したいことや欲しい物等を伝えることができるようになってほしい。 

・一人でできることが少しずつ増えてほしい。  

⑫その他 ・保護者の送迎で通学している。 

・学校の行事に父親や兄弟も参加する。 

 それぞれの学校で作成しているプロフィール表が参考になりそう
ね。私の学校は，作成したものがないから，例示してある観点を参
考に子ども一人一人の実態把握をしていくことにします。 

 様々な視点から情報収集をしましょう。ここで収集した情報は，困
難の背景にあるもの，困難の中に共通するものを考えるときや具体的
な指導内容を考えるときの手がかりになります。丁寧に実態を捉えて
おくとよいですよ。 

 また，ここで収集した情報だけでなく，各教科等で捉えた情報等も
加味しながら自立活動に関する実態把握をしていきましょう。 

 興味・関心のあることや得意なことも把握して記入しておきましょ
う。教材を考える際に参考になりますよ。 
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 自立活動の指導は，子ども一人一人の障害による学習上，生活上の困難に焦点を当てて行います。
そのため，対象となる子どもの様々な学習や生活場面でみられる困難を把握し，整理していくことが
必要となります。その方法の一つとして，例えば，次のようなことが考えられます。 

学習面 生活面 

  

困った場面
での混乱 

要求場面で
の混乱 自傷 

パターン的な
活動での安定 

対人場面か
らの逃避 

温度の変化に
対する弱さ 

①ｰイ：例えば，付箋紙を活用して実態を整理してみます 

 絵と実物のマッ
チングができる 

 自分の気持ちが
伝えられないとき
自傷行為がある 

 混乱すると大き
な声で泣き叫ぶ 

 特定の教師からの
働きかけは受け入れ
ることができるよ。 

 学習面，生
活面という枠
組みを超えて，
同じグループ
になりそうな
ものをまとめ，
タイトルを付
けましょう。 

 付箋紙に書き
出してみましょ
う。 

【例】 A児に関わっている複数の教員が集まり，付箋紙を活用しながら，学習面，生活面に分けて， 

   A児の困難を把握していきます。付箋紙は，ホワイトボードや模造紙等に貼り出していくと， 

   後で整理しやすくなります。ただし，単独で作業を行う場合や，経験が浅く，思い付きにくい 

   場合は，プロフィール表の記述内容を参考にしながら，書き出していくと良いと思います。 

  

 毎日繰り返している活動は
落ち着いて取り組むことがで
きるわ。 

  

 困ったことがあっても助けを求
められなくて困ってるよね。  

 他にも，欲しい物があると，友
達が遊んでいても取っちゃうこと
があるよね。 

  

 大きな音や友達の泣き声で耳を
ふさいだり飛び出したりしている
よ。 

  
 暑さや寒さは苦手で，活動に
取り組みにくいことがあるわね。 
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②困難の背景にある要因（困難がどこからきているのか） 

 を考えてみます 

 自立活動の指導をしていくために，特別支援教育に関する様々な専
門性を高める努力をしたいと思います。私も研修に出かけたり，本を
読んだり，先輩教師に教えてもらったりして，頑張ります！ 

「背景にある要因を考える」  

 次に，学習上，生活上に整理された困難の背景にある
要因（困難がどこからきているか）を考えます。背景に
ある要因が分からないと，目標や具体的な指導内容が適
切に導き出せず，指導が対症療法的なことに留まってし
まうことになります。 

 子どもに見られる困難の背景にある要因をとらえるこ
とが自立活動の指導プロセスの中で重要なポイントにな
ります。必要に応じて，高い専門性がある先輩教師に相
談したり，チームで検討したりすることが大切です。 

 氷山に例えると，水面
下の見えない部分を想像
していくイメージです。 

 先ほどのＡ児の例では，
下の図のように考えられ
ます。 

○プロフィール表に記述されている発達検査の結果や障害特性等を参照する。 

○異なった複数の困難が同じ要因に由来する場合があるので，多面的に考え，推測する。 

○背景にある要因を考えることができるようになるためには次のような点について自己研修 

 を積んだり，保護者等から聞き取ったりする。 

 ・様々な障害特性に関する知識 

 ・主な発達検査等に関する知識 

 ・人間の成長と発達に関する知識 

 ・その他，脳機能，感覚・運動機能，心理等の知識，生育歴等の聞き取り 

困った場面
での混乱 

要求場面で
の混乱 自傷 

パターン的な 

活動での安定 
対人場面か
らの逃避 

温度の変化に
対する弱さ 

温度の変化に
対する弱さ 

困った場面
での混乱 

要求場面で
の混乱 自傷 

パターン的な
活動での安定 

対人場面か
らの逃避 

意思伝達の困難さ 想像力の弱さ 感覚の過敏さ 

※自立活動の指導 

「手順シート」 

（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 

指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

困難 

背景にある要因 

５０ 

背景要因を考えるときのポイント 



長期目標 
 周りの人に，カードを活用して，自分の要求を伝えることが
できる。 

 いかに修正できるかが大事なポイント 
 長期目標は，固定的に考えるのではなく，PDCAサイクルの中で修正しな
がら取り組むことが大切です。子どもを丁寧に見つめ，指導を振り返りなが
ら修正していきましょう。 

 また，チームで共通理解して指導するためにも１年間で取り組む目標は，
一つか二つに絞りましょう。ただし，話し合いの過程で出てきた数多くの目
標の中の一部分であることも忘れないようにしましょう。 

                      

 Ａ児の場合は，意思伝達の困難さが，学習や生活の様々な場面で影響を与えて
いると思います。しかも，自傷等の状況まで引き起こしています。Ａ児の依頼や
要求等の意思伝達の困難さを，代替手段の活用も視野に入れながら，改善するこ
とができると，学習や生活の様々な場面での活動はずいぶん楽になると思います。 

 そこで，１年後の目指す姿として，長期目標を次のように設定しました。 

 困難や背景要因を整理し，優先順位を考える際のキーワードは，「これができたら，これが
改善されたら，学習や生活がもっと楽になるだろうな…」でしたが，このキーワードには，次
のような視点が含まれています。 

  ①必要性：現在の生活だけでなく将来の生活も見通して，今，何が必要か。 

       本人にとって切実であるか。 

  ②適時性：今指導することが適切な時期であるか。 

  ③実現性：予定している期間内（１年間）で達成可能であるか。 

  ④生活の質の向上：現在の生活の質をさらに向上させることができるか。 

  ⑤ニーズの反映：子どもや保護者の願いに沿うものであるか。 

（２）指導目標の設定 

①優先順位を考えて長期目標を設定します 

 氷山に例えると，目に見える困難は水面より上の部分です。育て
たい力は水面の下の部分になります。目標は，背景にあるものを意
識しつつ，困難が軽減され，もっと楽に生活できる状態を考えると
よいと思います。 

困難 
背景にある要因 

※自立活動の指導「手順シート」 

（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 

指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

 困難やその背景要因を整理する中で，将来達成が見込まれるものや，で
きるだけ速やかに取り組みたいものが混在していることに気付くと思いま
す。それらの中から，優先されるものを取り上げ，長期的な（１年後の姿
を想定した）目標を設定します。その際には，次のようなイメージで考え
ていくとよいでしょう。 

 「これができたら，これが改善されたら，学習や生活に主体的，意欲的
に取り組みやすくなる（言い換えれば「学習や生活がもっと楽になる」）
だろうな…」 

 「これ」に当たる困難やその背景要因が長期目標を設定する際の重要な
要素として挙げられることになります。さて，Ａ児の「これ」 は何にな 
るのでしょうか？ 
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 長期目標を達成するためには，個々の子どもの実態に即して，
必要な指導内容を段階的，系統的に取り上げることが大切です。 

 つまり，段階的に短期目標が達成され，それがやがて長期目
標の達成につながるという展望があることが必要です。 

教師の促しがある場面で 
促しのない自由
な場面で 

担任に 学年団の教師に 校内の教師に 
絵カード＋身振り，発声で 絵カード＋簡単な

言葉で 
文字カード＋簡
単な言葉で 場面 対象 手段 

短期目標 
 教師の促しがある場面で，担任に，絵カードや身振り等で自
分の欲しいものやしてほしいことの要求を伝えることができる。

長期目標：周りの人に，カードを活用して，自分の要求を伝えることができる。 

②長期目標に至るステップを考えて短期目標を設定します 

 う～ん…。Ａ児の場合はどうなるかな…。１年後の姿に段階的に近づくためには，
例えば，こんなイメージかな。 

長期目標と短期目標との関係 

段階的な短期目標の設定 

 
 場面や支援の条件等のレベルを段階的に高
めていくように短期目標を設定することによ 

って，長期目標が達成されていくイメージ 

 

短期１ 短期２ 短期３ 
長

期

目
標 

並列的な短期目標の設定 

  一定期間内で複数の設定した短期目
標を，いくつか達成することによって，
その結果として長期目標が達成されて
いくイメージ 

長期目標 
短
期
１ 短

期
２ 短

期
３ 

 下のようなタイプの短
期目標もあります。 

※自立活動の指導「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 

指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 
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区
分 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
  コミュニ 

   ケーション 

項 
 

目 

□(1)生活のリズム  

  や生活習慣の形 

  成に関すること 

■(1)情緒の安定に 

  関すること 

■(1)他者とのかか 

  わりの基礎に関 

  すること 

□(1)保有する感覚 

  の活用に関する 

  こと 

□(1)姿勢と運動・ 

  動作の基本的技 

  能に関すること 

■(1)コミュニケー 

  ションの基礎的 

  能力に関するこ 

  と 

□(2)病気の状態の 

  理解と生活管理 

  に関すること 

■(2)状況の理解と 

  変化への対応に 

  関すること 

 

□(2)他者の意図や 

  感情の理解に関 

  すること 

 

■(2)感覚や認知の 

  特性への対応に 

  関すること 

 

□(2)姿勢保持と運 

  動・動作の補助 

  的手段の活用に 

  関すること 

□(2)言語の受容と 

  表出に関するこ 

  と 

 

□(3)身体各部の状 

  態の理解と用語 

  に関すること 

 

□(3)障害による学 

  習上又は生活上 

  の困難を改善・ 

  克服する意欲に 

  関すること 

□(3)自己の理解と 

  行動の調整に関 

  すること 

□(3)感覚の補助及 

  び代行手段の活 

  用に関すること 

 

□(3)日常生活に必 

  要な基本動作に 

  関すること 

 

□(3)言語の形成と 

  活用に関するこ 

  と 

 

□(4)健康状態の維 

  持・改善に関す 

  ること 

 

□(4)集団への参加 

  の基礎に関する 

  こと 

 

□(4)感覚を総合的 

  に活用した周囲 

  の状況の把握に 

  関すること 

□(4)身体の移動能 

  力に関すること 

 

■(4)コミュニケー 

  ション手段の選 

  択と活用に関す 

  ること 

 

■(5)認知や行動の 

  手掛かりとなる 

  概念の形成に関 

  すること 

□(5)作業に必要な 

  動作と円滑な遂 

  行に関すること 

 

□(5)状況に応じた 

  コミュニケー 

  ションに関する 

  こと 

 教科等の内容と違い，ここに示す
全ての区分項目を扱ったり，順番に
指導したりするものではありません。 

 まずは，具体的な指導内容を考え
る際の中核となる項目を選び，次に，
それに関係しそうな他の項目も併せ
て選んでいきましょう。 

  

 Ａ児の短期目標は，「教師の促しがある場面で，担任に，絵カードや身振り等で自分の欲
しいものやしてほしいことの要求を伝えることができる」でした。そして，言動や態度の荒
れや情緒の不安定さの背景にある要因が“意思伝達の困難さ”であると予想されました。 

 そのため，６区分の中で中心となる区分は，やりとりに関わる「コミュニケーション」と，
対人関係に関わる「人間関係の形成」だと考えます。また，それらに関係して，情緒に関わ
る「心理的な安定」と，認知の特性に関わる「環境の把握」も挙げておく必要があると思い
ます。  

 解説を読みながら，区分の下にある項目にもチェック（■）をしてみました。 

 短期目標の設定まではできたけれど，
具体的な指導内容を考えるのはなかなか
難しいです。それを導き出すためには，
どのように考えたらいいのでしょうか？ 

 そうですね。初めは難しいと
思います。その解決のため，具
体的な指導内容を検討するとき
の視点があるのです。 

 次は，短期目標を達成するためにどのような具体的な指導内容が必要かを考えます。 

 具体的な指導内容を考えるときの参考となる視点が，自立活動の内容である6区分26項目です。
自立活動編に示されている具体的な指導内容例や他の項目との関連例を読みながら，短期目標を
達成するために必要な項目を選びましょう。 

 項目を選定する際には，もう一度，困難の背景にある要因を確認しておきましょう。 

（３）項目の選定，項目の関連付け，具体的な指導内容の設定  
   ①具体的な指導内容を考えます ～項目の選定～ 
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②具体的な指導内容を考えます ～項目の関連付け～ 

 選定した項目について，「自立活動編」に書かれている内容を確認しておきましょ
う。そうすることで，具体的な指導内容が思い浮かびやすくなります。 

 選定したこれらの項目の関係箇所を，解説から書き出してみます。 

２ 心理的な安定 

 (1) 情緒の安定に関すること。 

 (2) 状況の理解と変化への対応に関すること。 

３ 人間関係の形成 

 (1) 他者とのかかわりの基礎に関すること。 

４ 環境の把握 

 (2) 感覚や認知の特性への対応に関すること。 

 (5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。 

６ コミュニケーション 

 (1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること。 

 (4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。 

 分かりました！え～と，今回チェックを入れたのは，次の区分・項目だったわ。 

２ 心理的な安定 
  (1) 情緒の安定に関すること 

   ① この項目について 

     「『(1)情緒の安定に関すること。』は，情緒の安定を図ることが困難な幼児児童生徒が，安定した情緒の下で 

    生活できるようにすることを意味している。」３） 

   ② 具体的な指導内容例と留意点 

     「ＡＤＨＤのある幼児児童生徒は，自分の行動を注意されたときに，反発して興奮を静められなくなることが 

            ある。このような場合には，自分を落ち着かせることができる場所に移動してその興奮を静めることや，い    

            ったんその場を離れて深呼吸するなどの方法があることを教え，それらを実際に行うことができるように指 

            導することが大切である。」４） 

 

 

 

 

 

 

  (2) 状況の理解と変化への対応に関すること 

   ① この項目について 

     「『(2)状況の理解と変化への対応に関すること。』は，場所や場面の状況を理解して心理的抵抗を軽減したり， 

      変化する状況を理解して適切に対応したりするなど，行動の仕方を身に付けることを意味している。」５） 

   ② 具体的な指導内容例と留意点 

     「場所や場面が変化することにより，心理的に圧迫を受けて適切な行動ができなくなる幼児児童生徒の場合に 

            は，教師と一緒に活動しながら徐々に慣れるようにすることが必要である。… 

            自閉症のある幼児児童生徒は，予告なしに行われる避難訓練や，急な予定の変更などに対応することができ 

            ず，混乱したり，不安になったりして，どのように行動したらよいか分からなくなることがある。このよう 

            な場合には，予想される事態や状況を予告したり，事前に体験できる機会を設定したりすることなどが必要 

            である。」６） 

 なるほど。言動が荒れた後の気持ちの収め方を指導していくという発想はありませ
んでした。A児にとってこれらも指導の視点として大切だと思います。 

 確かにA児は場所や場面の変化に弱いと思います。まずは，場面と人を固定してか
ら，カードの使い方に慣れて，成功体験を積むことが大切だということですね。 
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 ３ 人間関係の形成 
 (1) 他者とのかかわりの基礎に関すること 

  ① この項目について 

       「『(1)他者とのかかわりの基礎に関すること。』は，人に対する基本的な信頼感をもち，他者からの働き掛け  

            を受け止め，それに応ずることができるようにすることを意味している。」７） 

  ② 具体的な指導内容例と留意点 

         「人に対する基本的な信頼感は，乳幼児期の親子の愛着関係の形成を通してはぐくまれ，成長に伴い様々な人と   

            の相互作用を通して対象を広げていく。障害のある幼児児童生徒は，障害による様々な要因から，基本的な信 

            頼感の形成が難しい場合がある。（途中省略） 

          また，他者とのかかわりをもとうとするが，その方法が十分身に付いていない自閉症のある幼児児童生徒の場 

            合には，まず，直接的に指導を担当する教師を決めるなどして，教師との安定した関係を形成することが大切 

    である。そして，やりとりの方法を大きく変えずに繰り返し指導するなどして，そのやりとりの方法が定着す 

    るようにし，相互にかかわり合う素地を作ることが重要である。その後，やりとりの方法を少しずつ増やして     

    いくが，その際，言葉だけでなく，具体物や視覚的な情報を加えて分かりやすくすることも大切である。」８） 

４ 環境の把握 
 (2) 感覚や認知の特性に関すること 

   ① この項目について 

   「『(2)感覚や認知の特性に関すること。』は，障害のある幼児児童生徒一人一人の感覚や認知の特性を踏まえ，  

    自分に入ってくる情報を適切に処理できるようにするとともに，特に感覚の過敏さや認知の偏りなどの個々 

    の特性に適切に対応できるようにすることを意味している。」９） 

   ② 具体的な指導内容例と留意点 

   「これらの児童生徒は，認知面において不得意なことがある一方で得意な方法をもっていることも多い。例え  

    ば，聴覚からの情報は理解しにくくても，視覚からの情報の理解は優れている場合がある。したがって，一 

    人一人の認知の特性に応じた指導方法を工夫し，不得意な課題を少しずつ改善するよう指導するとともに， 

    得意な方法を積極的に活用するよう指導することも大切である。」10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (5) 認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること 

   ① この項目について 

   「『(5)認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること。』は，ものの機能や属性，形，色，音が変化す 

    る様子，空間・時間等の概念の形成を図ることによって，それを認知や行動の手掛かりとして活用できるよ 

    うにすることを意味している。」11） 

   ② 具体的な指導内容例と留意点 

   「『認知や行動の手掛かりとなる概念』とは，これまでの自分の経験によって作り上げてきた概念を，自分が 

    新たに認知や行動を進めていくために活用することを意味している。したがって，極めて基礎的な概念を指 

    しているが，常時行われる認知活動によって更にそれが変化し，発達に即した適切な行動を遂行する手掛か 

    りとして，次第により高次な概念に形成されていくと考える。」12） 

 でも，絵カードを活用できるようになるためには，その基礎となる概念を育てていく
必要があるということかな。そもそも，実物と絵カードのマッチングができない段階で，
要求表現の手段になるはずがないですものね。 

 A児はここに書いてあるとおり，聴覚からの情報は理解しにくくても，視覚からの
情報の理解は優れています。絵カードを活用しての要求表現の指導を取り入れていけ
ばよいということですよね。 

 なるほど。A児の人に対する基本的な信頼感は弱いと思います。まずは，人と一緒
にいることで安心したり，やりとりすることを楽しいと感じたりする経験を十分に積
むことが大切なんですね。それを基盤として，要求表現の方法の獲得に取り組んでい
かなきゃいけないんですね。 
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６ コミュニケーション 
  (1) コミュニケーションの基礎的能力に関すること 

  ① この項目について 

    「『(1)コミュニケーションの基礎的能力に関すること。』は，幼児児童生徒の障害の種類や程度，興味・関心 

    等に応じて，表情や身振り，各種の機器などを用いて意思のやりとりが行えるようにするなど，コミュニケ 

          ーションに必要な基礎的な能力を身に付けることを意味している。」13） 

  ② 具体的な指導内容例と留意点 

    「自閉症のある幼児児童生徒の場合，持ち主の了解を得ないで，物を使ったり，相手が使っている物を無理に 

       手に入れようとしたりすることがある。また，他の人の手を取って，その人に自分が欲しい物を取ってもら 

     おうとすることもある。このような状態に対しては，周囲の者がそれらの行動は意思や要求を伝達しようと 

     した行為であると理解するとともに，できるだけ望ましい方法で意思や要求などが伝わる経験を積み重ねる 

     よう指導することが大切である。」14） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  (4) コミュニケーション手段の選択と活用に関すること 

  ① この項目について 

    「『(4)コミュニケーション手段の選択と活用に関すること。』は，話し言葉や各種の文字・記号，機器等のコ 

            ミュニケーション手段を適切に選択・活用し，コミュニケーションが円滑にできるようにすることを意味し 

            ている。」15） 

  ② 具体的な指導内容例と留意点 

    「近年，科学技術の進歩等により，様々なコミュニケーション手段が開発されてきている。そこで，幼児児童 

     生徒の障害の状態や発達の段階等に応じて，適切なコミュニケーション手段を身に付け，それを選択・活用 

     して，それぞれの自立と社会参加を一層促すことが重要である。… 

     自閉症のある幼児児童生徒で，言葉でのコミュニケーションが困難な場合には，まず，自分の意思を適切に 

     表し，相手に基本的な欲求を伝えられるように身振りなどを身に付けたり，話し言葉を補うために機器等を 

     活用できるようにしたりすることが大切である。」16） 

 まず，A児の行動に表現されている意思や要求を私たちが理解することが大切な
んですね。それとともに，その表現方法を望ましい方法に導いていく必要があるん
ですね。今は，A児の表現は決して望ましいものとはいえません。ただし，方法だ
けを無理やり指導するのではなく，伝わったという成功経験の積み重ねこそが方法
の定着につながるんですね。 

 A児には，話し言葉を補うために，カード等を活用して，ぜひ，要求が伝わった喜
びを味わってほしいです。そして，自分から人と関わろうという意欲をどんどん高
めてもらいたいです。 

 どうですか。一つ一つの項目について，解説を読み込
んでいくと，具体的な指導内容がイメージしやすくなる
でしょう。 

 はい，そう思います！ 

 今度は，それぞれの項目に関連のある内容を結び付け
ながら，さらに具体的な指導内容を考えてみましょう。 

 分かりました！じゃあ，前のページの項目に，便宜上，
ア～キの記号を振って，考えやすくしてみます。 
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 なるほど。言動が荒れた後の気持ちの収め方を指導していくという発想はありません
でした。A児にとってこれらも指導の視点として大切だと思います。 

 なるほど。A児の人に対する基本的な信頼感は弱いと思います。まずは，人と一緒に
いることで安心したり，やりとりすることを楽しいと感じたりする経験を十分に積むこ
とが大切なんですね。それを基盤として，要求表現の方法の獲得に取り組んでいかなけ
ればいけないんですね。 

 確かにA児は場所や場面の変化に弱いと思います。まずは，場面と人を固定してから，
カードの使い方に慣れて，成功体験を積むことが大切だということですね。 

 A児には，話し言葉を補うために，カード等を活用して，ぜひ，要求が伝わった喜びを味
わってほしいです。そして，自分から人と関わろうという意欲をどんどん高めていってもら
いたいです。 

（１）情緒の安定に関すること  

（２）状況の理解と変化への対応に関すること 

（１）他者とのかかわりの基礎に関すること  

③具体的な指導内容を考えます ～「自立活動編」の確認～ 

心理的な安定  

項目ア … 
… 項目イ 

人間関係の形成  

… 項目ウ 

環境の把握  

（２）感覚や認知の特性に関すること  … 項目エ 

（５）認知や行動の手掛かりとなる概念の形成に関すること … 項目オ 

コミュニケーション  

（１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること  … 項目カ 

（４）コミュニケーション手段の選択と活用に関すること … 項目キ 

 A児はここに書いてあるとおり，聴覚からの情報は理解しにくくても，視覚からの情
報の理解は優れています。絵カードを活用しての要求表現の指導を取り入れていけばよ
いということですよね。 

 でも，絵カードを活用できるようになるためには，その基礎となる概念を育てていく
必要があるということかな。そもそも，実物と絵カードのマッチングができない段階で，
要求表現の手段になるはずがないですよね。 

 まず，A児の行動に表現されている意思や要求を私たちが理解することが大切なんですね。
それとともに，その表現方法を望ましい方法に導いていくことを考えていく必要があるんで
すね。今は，A児の表現は決して望ましいものとはいえません。ただし，方法だけを無理や
り指導するのではなく，伝わったという成功経験の積み重ねこそが方法の定着につながるん
ですね。 
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 好きな手遊びやふれあい遊
びを通して，基本的な人との
信頼関係を育てるとともに，
情緒の安定を図りたい。 

 絵カードを活用する前提
となる，具体物と絵カード
のマッチングの力を育てて
いきたい。 

 

 要求場面でタイミング
よく，適切に絵カードを
使えるようにしたい。 

項目ア・イ 項目ウ 項目エ・オ 項目カ・キ 

・好きな手遊びやふれあい 

 遊びを通して教師とやり 

 とりする 

・具体物と絵カードのマッ 

 チングをする 

・絵カードの使い方が分か 

 り，要求場面で絵カード 

 を選んで渡す 

だから，具体的な指導内容は・・・ 

 項目アとウはどちらもA児の情緒の安定に関
わる項目だと思います。そこで，項目アとウを
関連付けながら，Ａ児が人に対する安心感やや
りとりの楽しさを感じて，人に対する信頼の気
持ちをもてるようにしたいです。併せて，情緒
の安定を図ることもねらいたいです。でも，言
動が荒れることもまだまだあるように思います。
そのときの気持ちの収め方も含めて，具体的な
指導内容が一つまとまりそうです。 

 項目エは得意な認知の活用に関すること，項
目オは概念形成に関すること，項目キは適切な
コミュニケーション手段を身に付けていくこと
に関することです。これらの項目を関連付けな
がら，A児の得意な視覚情報を活用し，概念形
成を図ることでマッチングの力を高め，絵カー
ドによる表出手段を習熟させていきたいです。
そうすることで，自分の意思を適切に伝える基
礎的な力を育てたいです。このように考えると，
絵カードの習熟に関する指導内容が一つまとま
りそうです。 

 項目イは場面の固定化に関すること，項目ウ
は，例えば，教師との安定した関係に基づいて
やりとりの方法を定着させていくこと，項目カ
とキはコミュニケーションの基礎的能力や手段
に関することです。これらを関連付けながら，
場面を要求場面と特定した上で，絵カードとい
う手段での意思表示を定着させるという具体的
な指導内容が考えられそうです。その際には，
伝わったという成功体験を積み重ねることが大
切なんですよね。 

 好きな手遊びやふ
れあい遊びを通して，
基本的な人との信頼
関係を育てるととも
に，情緒の安定を図
りたい。 

 絵カードを活用す
る前提となる，具体
物と絵カードのマッ
チングの力を育てて
いきたい。 

 要求場面でタイミ
ングよく，適切に絵
カードを使えるよう
にしたい。 
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④具体的な指導内容を考えます ～シートへの転記～ 

 「自立活動編」の第７章「自立活動の指
導計画の作成と内容の取扱い」には，具体
的な指導内容を設定する際の配慮点が書か
れています。次の点に配慮しながら考えて
いきましょう。 

・取り組みやすく「やってみよう」と思え 

 る。「やったらできた，上手になった」  

 と実感できる。 

・座学よりも実際の活動を重視する。       

・得意な面，進んでいる面を活用する。 

・自分なりの工夫や方法が分かる。 

 

 自立活動として指導したことが実生活の
中で使えるようになるという視点も忘れな
いようにすることが大切ですね。 

選
定
さ
れ
た
項
目 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

(1)情緒の安定に 

    関すること 

(2)状況の理解と  

    変化への対応 

    に関すること 

(1)他者とのかか 

    わりの基礎に 

    関すること 

 

(2)感覚や認知の 

    特性への対応 

    に関すること 

(5)認知や行動の 

    手掛かりとな 

    る概念の形成 

    に関すること 

(1)コミュニケー 

    ションの基礎 

    的能力に関す 

    ること 

(4)コミュニケー 

    ション手段の 

    選択と活用に 

    関すること 

具体的な
指導内容 

・好きな手遊びやふれあい  

   遊びを通して教師とやり 

   とりする 

・具体物と絵カードのマッ 

   チングをする 

・絵カードの使い方が分か 

   り，要求場面で絵カード 

   を選んで渡す 

 私にも具体的な指導内容を
考えることができました。A

児との基本的な信頼関係を築
きながら，私に要求を伝えて
くれるよう頑張ってみようと
思います！ 

 考えたことを自立活動の指導
「手順シート」に書いてみると
こんなふうになるのかしら。 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 
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指導場面を考える （４）指導場面の設定 

具体的な指導内容をどの場面で指導するか考えます 

 一つの指導内容が一つの場面でしか指導できないということはないです
よ。指導内容をどこで取り入れることができるか，各教科の指導や各教科
等を合わせた指導等の授業を見直してみましょう。自立活動の目標や具体
的な指導内容を絶えず意識しておくことで，いろいろな場面で指導が可能
になります。また，指導が継続されることで，目標や具体的な指導内容を
修正しながら，より良い指導へつなげていくこともできますよ。 

 具体的な指導内容を，どの場面でどんな方法で指導するか考えてみましょ
う。各教科等の指導を行う場合にも，その子の困難に配慮することが必要で
す。自立活動で設定している目標や具体的な指導内容との関連付けをしま
しょう。 

 教員間で指導の方法等を共通理解しながら進めていきましょう。 

・好きな手遊びやふれ 

 あい遊びを通して教 

 師とやりとりする  ・具体物と絵カードの 

 マッチングをする 

・絵カードの使い方が 

 分かり，要求場面で 

 絵カードを選んで渡 

 す 

・自立活動の時間 

・音楽の始まりの手遊び 

 歌の場面 

・昼休みの遊びの場面 

     ・ 

     ・ 

     ・ 

・自立活動の時間 

・算数の弁別や分類の学 

 習の場面 

    ・ 

    ・ 

    ・ 

・自立活動の時間 

・日常生活の場面 

・生活単元学習の時間に 

 欲しい道具や材料を要 

 求する場面  

    ・ 

    ・ 

  

 授業時間を特設して行う自立活動の時間におけ

る指導，各教科等の指導に関連付けた指導の場面，
各教科等を合わせた指導の場面・・・どこで指導す
るといいかな？ ※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

具
体
的
な 

指
導
内
容 

指
導
場
面 

 本当ですね。手遊びは音楽の時間，絵カードは自立活動の時間にし
かできないと思っていました。学校生活全体で指導することの意味が
分かりました。自立活動の目標や具体的な指導内容をきちんと意識し
ておくことが丁寧な指導につながるのですね。A児に関わる複数の教
員で共通理解していきたいと思います。 
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短
期
目
標
の
評
価 

成果と課題 改善点 

    

 自立活動の指導は，実態を的確に把握した上で個別の指導計画を作成して行
いますが，計画は当初の仮説に基づいて立てた見通しです。子どもにとって適
切な計画であるかどうかは，実際の指導を通して明らかになるものです。子ど
もの学習状況や指導の結果に基づいて，計画は適宜修正を図る必要があるとい
うことです。 

 また，評価は子どもの学習に対する評価であるとともに，教師の指導に対し
ての評価でもあります。指導を継続している間，「目標の達成に近づいている
か」「教材・教具に興味をもって取り組んでいるか」等絶えず学習状況を評価
し，日頃から指導の改善に取り組めるといいですね。 

 短期目標を評価をするときには，まず，目標がどの程度達成されたか評価し
ましょう。次に，目標が適切であったか，具体的な指導内容が適切であったか，
指導方法は適切であったかについて整理し，指導の成果と課題，改善点を考え
ていきます。 

  

短期目標 
 教師の促しがある場面で，担任に，絵カードや身振り等で自分

が欲しいものやしてほしいことの要求を伝えることができる。 

５ 自立活動の評価について 

 自立活動の評価は，どうすればいいのかしら？ 

 記録は，残しているんだけど・・・？ 

 目標の達成のために必要な，具体的な指導内容をいくつか設定していると思
います。 

① 具体的な指導内容を指導してどうであったか，一定期間記録をとり整理し 

 ましょう。その記録が，短期目標を評価するための材料となります。 

② 設定した全ての具体的な指導内容の評価を総合して，短期目標の評価をし 

 ていきます。 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

 好きな手遊び等に取り組んできたことで，
教師と基本的な信頼関係ができ，自立活動の
時間における指導の場面では，２枚のカード
の中から欲しいおもちゃや絵本，好きな手遊
びのカードを選んで教師に渡し，伝えること
ができるようになってきた。 

 各教科等の指導や各教科等を合わせた指導
場面では，選択肢が興味のないものであると，
その中から選ぶことは難しかった。友達が選
んだものが気になった。 

 教材を選定するとき
にA児の興味のあるもの
を活用することで，選
択できるようにし，友
達のものへの関心を少
なくすることができる
のではないか。 

 設定された場面での
選択肢を増やすように
する。 

 自立活動の指導に取り組んだことで，A児は，欲しいものがあると絵カード
で教師に伝えることが増えてきました。そのため，自傷行為や混乱して泣くこ
と等が少なくなってきています。もっと確実に伝えられるように指導を継続し
たいと思います。 

 A児に関わる複数の教員で話し合いながら評価の妥当性を高めていくことも
必要ですね。 ６１ 
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  ここからは，特別支援学級の実践を２事例（小学校・中学校）紹介します。 

 まずは，指導の実際を読んでいくに当たって，自立活動の指導の流れを示したレイア
ウトの説明をしておきたいと思います。 

(ⅱ) (ⅰ)で設定した短期 

 目標の達成に向けて， 

 教育活動全体を通して 

 指導を継続して行いま 

 す。そのことを下向き 

 の矢印で示しています。 

(ⅳ) これ（「☆」）は， 

 教育活動全体を通して 

 行った自立活動の中で， 

 特に目標達成に関連が 

 深い指導場面を取り上 

 げて示しています。 

  ただし，ここに示す  

 場面以外にも継続的に 

 指導を行っている場面 

 があることに留意して 

 ください。 

(ⅰ) ４６ページに示す自立 

 活動の指導「手順シー 

 ト」を活用しながら， 

 短期目標や具体的な指 

 導内容を設定します。 

日々の生活の中で見られるようになった姿 

成果と課題 改善点 

    
(ⅴ) 教育活動全体を通して行う指導の成果とし 

 て「日々の生活の中で見られるようになった 

 姿」を示しています。 

  自立活動の指導は，障害による学習上又は 

 生活上の困難を克服・改善するものです。 

  そのため，短期目標の評価に当たっては， 

 普段の学習や生活の中での変容を確認するこ 

 とが大切になります。 

(ⅵ) 「日々の生活の中で見られるように 

 なった姿」を確認した後，短期目標の 

 評価を行っています。 

  手順編６１ページに示したとおり， 

 この評価に基づいて，次期短期目標や 

 指導の手だてを修正します。この修正 

 こそが，自立活動の指導において重要 

 なポイントになります。 

＊  特別支援学級実践例を読むに当たって   
本時の目標： 

主な学習展開 授業後に見られた姿  

★ 自立活動の時間における指導 

☆ ○○（例：休憩時間）における指導  
本時の目標： 

主な学習展開 授業後に見られた姿  

★ 自立活動の時間における指導 

(ⅲ) これら（「★」）は，時間 

 割に特設された自立活動の時 

 間です。教育活動全体を通し 

 て行う指導の中心であり，目 

 標達成のために必要な知識や 

 技能を獲得したり，習熟した 

 りする時間となります。 

短
期
目
標
の 

評
価 

教 

育 

活 

動 

全 

体 

を 

通 

し 
て 

行 

う 

指 

導 
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１  小学校知的障害特別支援学級B児のケース  

場の空気を読も
うとしている。 

素直な性格であ
る。 

明るく陽気な性
格である。 

新しいことへの抵抗
がややある。（掃除
場所の変更等） 

決められたことに
は最後まで取り組
むことができる。 

決められたこと
はきちんと守れ
るようになった。 

宿題をきちんと
することができ
る。 

ルールのはっきりし
ないことへの対応が
苦手である。 

待つことができ
る。 

切り換えが上手
になってきた。 

関心が移りやす
い。 

独り言を何度も
繰り返し言うこ
とがある。 

手先に不器用さ
がある。 

だんだん字をき
れいに書けるよ
うになってきた。 

文字を書くこと，
読むことに興味
がある。 

姿勢の保持が難
しい。 

応答はパターン
的である。 

視線が合いにく
い。 

言語的コミュニ
ケーションが苦
手である。 

１分間スピーチ
での受け答えが
苦手である。 

簡単な問いかけには
「はい」や動作で意
思表示を行う。 

答えに困るとそ
の場から逃げる
ことがある。 

知的障害があり，自閉症の診断もあるB児の例 

  

グルーピングして分類・整理しました 

手先に不器用さがあ
る。 

だんだん字をきれ
いに書けるように
なってきた。 

姿勢の保持が難し
い。 

手指の巧緻性 

の低さ 

関心が移りやすい。 

集中の短さ 

その他 

場の空気を読もうと
している。 

素直な性格である。 

明るく陽気な性格で
ある。 

性格 

待つことができる。 

新しいことへの抵抗
がややある。（掃除
場所の変更等） 

決められたことに
は最後まで取り組
むことができる。 

決められたことはき
ちんと守れるように
なった。 

宿題をきちんとする
ことができる。 

ルールのはっきりし
ないことへの対応が
苦手である。 

パターン的な活動での安定 

切り換えが上手に
なってきた。 

状況の理解や変化への 

対応に関すること 

視線が合いにくい。 

１分間スピーチでの
受け答えが苦手であ
る。 

答えに困るとその場
から逃げることがあ
る。 

言語によるやりとり， 

コミュニケーションの難しさ 

言語，コミュニケー 

ションに関すること 

独り言を何度も繰
り返し言うことが
ある。 

不安，混乱 

他者を受け入れ
始めている。 

文字を書くこと，
読むことに興味が
ある。 

文字への興味 

困ると泣いたり
固まったりする
ことがある。 

困ると泣いたり
固まったりする
ことがある。 

対応で 

きない… 
！ うまくで 

きない… 
！ 

伝わら 

ない… ！ 

簡単な問いかけに
は「はい」や動作
で意思表示を行う。 

他者を受け入れ始め
ている。 

コミュニケーションの育ち 

応答はパターン
的である。 

言語的コミュニ
ケーションが苦
手である。 

相手の発話の一部を
そのまま繰り返して
しまうことがある。 

相手の発話の一部を
そのまま繰り返して
しまうことがある。 

二語文程度を話すこ 

とができつつある。 

二語文程度を話すこ 

とができつつある。 

保護者 

医療機関 担任 

 B児は第４学年で，知的障害があり，自閉症の診断もあります。穏やかな性格で，何事にも真面目に取り組
むことができます。しかし，不安が高まると独り言が増える等，言動が乱れてきます。このようなB児に対す
る自立活動の指導目標を考えるに当たって，保護者と一緒に学習上又は生活上の困難を整理していきました。
その際，困難だけでなく，できることや，医療機関の所見も加えることで，多面的に情報が収集できるように
留意しました。 

６４ 
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【学習上の困難】 

・「～が～したね」といった二語文程度の話はできるが， 

 １分間スピーチ等での受け答えは苦手である。 

・学習場面では，新しいことやルールのはっきりしない 

 ことについての抵抗があり，不安や心配が高まると独 

 り言を何度も繰り返したり，泣いたり，固まったりす 

 る等の不適応状態が生じる。    

 

【生活上の困難】 

・普段の生活での言葉のやりとりは，パターン的な応答 

 になることが多く，時折，相手の発話や質問の一部を 
 そのまま繰り返して言うことがある。 
・日常生活場面で，簡単な問いかけには「はい」，「い 

 いえ」の言葉や，首を振る等の動作で意思表示を行う 

 ことができるが，答えに困るとその場から逃げてしま 

 うことがある。 

【背景にある要因】 

・想像力の弱さ 

・言語理解の弱さ 

・言語表出の弱さ 

・語彙の少なさ 

・意思伝達としての 

 言語的応答経験の少なさ 

 

 付箋で分類・整理した学習上，生活上の困難や背景にある要因をシートに整理し
ていきました。 

  

自立活動の目標設定の際のキーワードは 

「これができたら，これが改善されたら，学習や生活がもっと楽になるだろうな…」 

でした。そこで，Ｂ児の「これ」 は何になるかを考えました。                       

長期目標 
 場面に応じた言葉の使い方を身に付け，言葉を使って自分から周りの人に働きか
けることができる。 

短期目標 
 二語文程度の定型の話形を身に付け，校内の教師や特別支援学級の友達に，言葉
を使って自分から意思を伝えることができる。 

選
択
さ
れ
た
項
目 

健康の
保持 

心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 
身体の
動き 

コミュニケーション 

(1)状況の理解と変化に対応 

  すること 

(2)状況の理解と変化への対  

  応に関すること 

(1)他者とのかかわりの基礎 

    に関すること 

(2)他者の意図や感情の理解 

    に関すること 

(3)自己の理解と行動の調整 

    に関すること 

(2)感覚や認知の特性への対 

    応に関すること 

(1)コミュニケーションの基 

    礎的能力に関すること 

(2)言語の受容と表出に関す 

    ること 

(3)言語の形成と活用に関す 

    ること 

(5)状況に応じたコミュニケ 

    ーションに関すること      

・好きなキャラクターやカード等を介 

 して教師や友達とやりとりをする。 

・他者に関心を向け，定型の話形で周 

 りの人に関わる。 

・言葉に関心をもち，理解言語による 

 説明や語りかけに注目して行動する。

・自立活動の時間 

・休憩時間 

・行事 

 

・自立活動の時間 

・朝の会・帰りの会 

・給食時間 

・登下校の挨拶場面 

・自立活動の時間 

・国語の学習 

具体的な 

指導内容 

指導 

場面 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

 保護者と一緒に付箋紙を分類・整理する中で，Ｂ児のしんどさがコミュニケ-ション場
面で多く生じているように思われました。家庭と学校で更に観察していくと，Ｂ児は言
葉を使って話すものの，それが意思伝達の有効な手段であるという認識が弱いと感じら
れました。また，周囲の人と関わりたいという思いもあるのですが，上手く関われない
ことがストレスになって，独り言が増えたり，固まってしまったりすると感じられまし
た。必要な場面で周囲の人たちと言葉を使って意思疎通ができるようになることは，Ｂ
児の学習場面や生活場面を大きく変えそうです。 

 そこで，B児の一年後の期待される姿を想定し，長期目標を次のように設定しました。 
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  本時の目標： あいさつの意味や種類，行う場面を確認し，場に応じたあいさつをするこ 

      とができる。 

１ どんなあいさつをどんな場面でするかを考える。 

 ・ あいさつの種類と場面絵カードとのマッチングを 

  する。 

 ・ ロールプレイをする。 

２ あいさつされた相手の気持ちを考える。 

 ・ コミック会話の吹き出しを活用して，相手の気持 

  ちを考える。 

３ 学習の振り返りをする。 

主な学習展開 

★ 自立活動の時間における指導「定型の話形を身に付けよう～PartⅠ～」 

○ 特別支援学級では，教師が登下校のあいさつ，給 

 食時間の場面等を捉えて，タイミングよくあいさつ 

 を促す等の支援を行い，徐々に定着してきた。 

△ 教室以外の場面ではあいさつができていないこと 

 が多く，日々の生活の中で，機会を捉えて指導を行 

 っていくことを心がけた。 

授業後に見られた姿  

本時の目標： 特定の場面（遊び，着替え）で依頼する際の受け答えができるようになる。 

１ 大好きなブランコに乗りたいときの依頼の仕方を知 

 る。 

 ・ 「入れて」「いいよ」という話形を身に付け，ロ 

  ールプレイをする。 

２ 着替えで，困ったときに助けを求める話形を知る。 

 ・ 手先の不器用さから困難が生じやすい着替えの場 

  面に特化して，「手伝ってください」という話形を 

  身に付け，ロールプレイをする。 

３ 学習の振り返りをする。 

主な学習展開 

★ 自立活動の時間における指導「定型の話形を身に付けよう～PartⅡ～」 

○ これまでは自分がブランコに乗っていると，他の 

 人に代わることができなかったが，話形を学習した 

 後，友達から「入れて」と言われて「いいよ」と返 

 し，代わることができた。 

○ ボタンをはめられなくて「できん，できん」と混 

 乱していたが，教師が「どう言えばよかった？」と 

 声をかけてきっかけをつくると，自分から「手伝っ 

 てください」と言うことができた。このことで落ち 

 着きを取り戻し，教師にボタンをはめるのを手伝っ 

 てもらって，笑顔になった。 

＊ その際に「言葉を上手に使えたね。言葉を使えば 

 楽になるよね」と言語化し，定着への意欲を高めた。 

授業後に見られた姿  

本時の目標：身近な生活関連の言葉を知り，実物とマッチングすることができる。 

１ 平仮名カードを並べながら，２音節や３音節の単語 

 をつくる。 

２ できあがった単語を読み上げながら，その単語が表 

 す絵カードとのマッチングをする。 

３ 教室内にある実物とのマッチングを行いながら，身 

 近な事物と言葉とを照合していく。 

４ 身近な動作を表す単語についても動作絵カードと照 

 合しながら，使える言葉を増やしていく。 

主な学習展開 

★ 自立活動の時間における指導「身近な生活関連の言葉を知ろう」 

○ これまでの学習で，言葉には自分の思いや要求を 

 伝えたり，状況を変えたりする機能があることに気 

 付き始めている。 

○ 本時の授業後に，すぐに劇的な変容があったわけ 

 ではないが，無意味な独り言や相手の発話の単なる 

 繰り返しが減ってきていると感じられる。 

授業後に見られた姿  

 
○ Ｂ児の好きなキャラクターやカードの話題でやりとりを楽しむ。 

＊ 教師はＢ児の好きなキャラクター等を事前に把握しておき，Ｂ児 

 に意図的に話題を振ったり，思いに共感したりすることで，人への 

 関心を高め，会話でやりとりする楽しさを味わえるようにする。 

＊ 休憩時間に人と過ごす楽しさを十分に味わわせる。 

☆ 休憩時間における指導 

○ 休憩時間には一人遊びが 

 多かったが，友達に近寄っ 

 てみたり，肩をたたい誘っ 

 たりする等，徐々に関わり 

 を求めようとする姿が見ら 

 れるようになった。 

注：「＊」は教師の配慮事項（以下同じ） 
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○ 質問の意味が理解できたとき 

 には，「はい」「いいえ」等の 

 言葉で受け答えができることが 

 増えてきた。 

△ 質問の意味が理解できないと 

 きには，相手の質問を単に繰り 

 返して言うこともある。  

 
・ 自分から特別支援学級の友達に関わりを求めて近寄っていくようになった。 

・ 友達の言葉を取り込むことができるようになり，他の児童が「○○くん，たたいたらだめ」と 

 言っていた言葉を，場面に応じて自分から使っている姿が見られた。 

・ 困ったときには泣いたり，固まったりすることが多かったが，言葉による訴えが増えてきた。 

 

・ 担任以外の教師に言葉で依頼することができる。 

・ 依頼を断られたときに適切に振る舞うことができる。 

○ 算数で覚えた九九を担任以外の教師に依頼して聞いてもらう 

 活動を行った。九九を聞いてもらう教師とのやりとりを事前に 

 練習する。 

 ・ 「九九を聞いてもらえますか」と依頼する。 

 ・ 教師から「いいですよ」と言われたら，「○の段を言うの 

  で，よろしくお願いします」と言って，九九を聞いてもらう。 

 ・ 教師から「今は忙しいからだめです」と言われたら，「分 

  かりました」と答え，「今度よろしくお願いします」と言っ 

  て，その場を立ち去る。 

＊ 依頼する相手の事情があることを事前にコミック会話等で知 

 らせ，断られる想定ができるようにしておく。 

＊ 断られることもＢ児の学習であることを事前に依頼する教師 

 に伝えておく。 

日々の生活の中で見られるようになった姿 

その結果…！ 

成果と課題 改善点 

 二語文程度の定型の話形が身に付き，言葉を自発的に使って
意思を伝える場面が増えた。その結果，不安定な状態になった
際に見られていた独り言等が少なくなった。ただし，やりとり
になると，ちぐはぐになることが多い。 

 話形が手がかりになって意思伝達の機
会が広がっており，まずは，授業や朝の
会や帰りの会等，定型化されている場面
の中でやりとりを広げていきたい。 

指導の実際 ○ 定型の話形を身に付けておくこ 

 とで，安心して校長や教頭にも依 

 頼することができ，また，九九が 

 上手に言えたときには褒められて 

 嬉しそうだった。 

○ 断られても，それを受け入れて 

 混乱することなく教室に帰ってく 

 ることができた。その際には十分 

 褒め，適切な振る舞いが定着する 

 ように関わった。 

△ 九九を唱えた後，教師からかけ 

 てもらった言葉に対して上手く返 

 答することができず，何も言わず 

 にその場を離れることが多く，今 

 後の課題である。 

○ 言葉で人に関わったり，助けを求めたりすることができるようになってきた。 

○ 不安なときに頻発していた独り言を言うことがほとんどなくなった。 
○ 家庭でも泣いたり，固まったりすることが少なくなってきた。 

○ １分間スピーチで話し終えた後，聞いていた人からの質問に答 

 えることができる。 

＊ 質問はクローズドクエスチョンになるようにまずは教師が行う。 

＊ 慣れてきたら，他の児童にもクローズドクエスチョンか「は 

 い」「いいえ」で答えられる質問をさせる。 

○ Ｂ児は聞き逃さないように，質問の内容を聞き取って答える。 

☆ 朝の会・帰りの会における指導 

☆ 算数の学習に関連付けた指導 

 算数でかけ算九九（以下「九九」という）の習熟を図るために，様々な機会を捉えて九九を唱える学習活動
を設定した。職員室の教員にも，九九の習得状況のチェックを依頼した。 

 その際，Ｂ児が教師に自分の暗唱する九九を聞いてもらうよう依頼する場面が生じることが予想された。そ
の場面は，自立活動の指導を関連付けられると考えられた。 

 そこで，次のようなＢ児の姿を目指して，指導を行った。 

注：B児には知的障害があるため，下学年対応の教育   

  課程を組んでいる。そのため，B児の学齢は第４ 

  学年であるが，九九の学習に取り組んでいる。 

短
期
目
標
の 

評
価 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 
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知的障害の生徒Ｃの例 

 生徒Ｃは第１学年で，知的障害と診断されています。自立活動の目標を設定するに
当たって，生徒Ｃの実態について，次に示しているようなプロフィール表にまとめて
整理しました。 

項  目 内  容 

得意なこと，好きなこと，
興味･関心の強いこと 

・マイブーム（塗り絵，折り紙，あやとり，一輪車）がある。 

・テントウムシやクモ等，身近な虫を観察することが好きである。 

・俳句を作ることが好きである。 

苦手なこと，嫌いなこと，
避けなければならないこと 

・数学の思考を要する問題はあまり得意ではない。 

身辺処理 
・一人でできる。 

・日常生活で困ることはない。 

健康の保持 

・特に問題なし（斜視の関係で通院することはある）。 

・健康である。 

・野菜が嫌いで給食を残すことが多い。完食できると嬉しくて，支援員や教師に報告する。 

心理的な安定 

・情緒は安定している。 

・不安なときは声を出さず，慣れている友達や教師のそばにいることが多い。時に，教師の肩 

 にあごを乗せてくることがある。 

環境の把握 ・初めての場所・環境に慣れるまでに時間がかかるが，慣れるとその場に合った行動ができる。 

身体の動き 
・特に問題なし。 

・身体の動きはスムーズで困ることはない。 

コミュニケーション 

・初めての場所・人には慣れるまでに時間がかかる。 

・職員室に一人で行って係の仕事をすることが苦手である。 

・困っていても言葉で伝えることができにくい。 

・特別支援学級の中や親しい人の中では自分からよく話すが，交流学級や部活動等の場面では 

 話さないことが多い。 

・特別支援学級では積極的に友達に話しかけたり，関わったりすることができ，お茶目な面も 

 多々ある。 

知的，認知 

・数量的なことを理解するのに時間がかかる。 

・繰り返し取り組む努力ができ，知識や技能が定着することもある。 

・分かりにくいことになると集中力が下がり，遠くを見るような表情になることが多い。 

小学校からの情報 
・困ったときや見通しがもてないときには，自分から言い出せず涙ぐむことがある。交流学級 

 内や特別支援学級以外の場面では，友達との会話がほとんどなく意思表示ができにくい。 

項  目 現在の希望 将来の希望 

本 人 

生活面 
・中学校生活に慣れる。 

・休まず学校に行く。 
・自立･就労 

学習面 

・自主学習を頑張る。 

・部活動（卓球部）を休まず頑張る。 

・いろいろな場面において自分を表現する。 

・特別支援学校（高等部）→就労 

保護者 

生活面 

・休まず学校に行く。 

・たとえ嫌なことがあっても負けないで乗り越え 

 ていってほしい。 

・いつも笑っていてほしい。 

・自立（洗濯・炊事・掃除・買い物等，一通りの 

 ことはできるようになってもらいたい。） 

・就労（職に就いて，途中でやめたりせず続けて 

 ほしい） 

学習面 

・勉強面では自主学習を毎日続ける。 

・部活動では休まずに行き，勝ちにこだわってほ 

 しい。 

・必要な場面でコミュニケーションがとれる。 

・特別支援学校（高等部）→就労 

・自立した生活ができる。 

・人とコミュニケーションがとれる。 

２ 中学校知的障害特別支援学級生徒Cのケース  

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 
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実
態
把
握 

 

【学習上の困難】 

・生活ノートの反省欄等には「○○をがんばった」の 

 一文でしか書けていないことが多く，語彙が少ない 

 ために内容を詳しく伝えることができにくい。 

・どの教科も一生懸命に取り組むことができ，できた 

 ことを素直に喜ぶことができるが，分からなかった 

 り，困ったりしたときに黙り込んでしまうことが多 

 い。    

 

【生活上の困難】 

・特別支援学級等，慣れた場面ではコミュニケーショ 

 ンができるが，交流学級や部活動の中では，コミュ 

 ニケーションをとることができにくい。 

・困ったことを人に伝えることが苦手である。 

・苦手なことは人任せにすることが多い。 

【背景にある要因】 

・語彙の少なさ 

・言語表出の弱さ 

・状況理解の弱さ 

・ソーシャルスキルの少なさ 

・上記の要因に由来する自己 

 肯定感の低さ 

 

 プロフィール表に記述した内容を学習上，生活上の困難として整理しました。そ
して，それらの背景にある要因を考えてみました。 

長期目標 
 慣れない場面や緊張を伴う場面でも必要に応じて自分から報告や依頼をすること
ができる。 

短期目標 交流学級や職員室で自分から言葉や動作で意思伝達をすることができる。 

選
択
さ
れ
た
項
目 

健康の
保持 

心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 
身体の
動き 

コミュニケーション 

(1)状況の理解と変化に対応 

    すること 

(3)障害による学習上又は生 

    活上の困難を改善・克服 

    する意欲に関すること 

(1)他者とのかかわりの基礎 

    に関すること 

(3)自己の理解と行動の調整 

    に関すること 

(4)集団への参加の基礎に関 

    すること 

(4)感覚を総合的に活用した 

    周囲の状況の理解に関す 

    ること 

(1)コミュニケーションの基 

    礎的能力に関すること 

(4)コミュニケーションの手 

    段の選択と活用に関する 

    こと 

(5)状況に応じたコミュニケ 

    ーションに関すること 

具体的な
指導内容 

・ゲームやインタビューを等を通して 

 会話することを楽しむ。 

・困った場面において，どんな解決方 

 法があるかを考える。 

・職員室や交流学級等で自分の意図を 

 伝える。 

指導 

場面 

・自立活動の時間 

・休憩時間 

 

・自立活動の時間 

・朝の会・帰りの会 

・授業時間 

・給食時間 

・部活動 

・自立活動の時間 

・係活動 

・授業（交流学級） 

・休憩時間 

自立活動の目標設定の際のキーワードは 

「これができたら，これが改善されたら，学習や生活がもっと楽になるだろうな…」 

でした。そこで，生徒Ｃの「これ」 は何になるかを考えました。                

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 
具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

 生徒Ｃの場合は，慣れた状況の中ではできているコミュニケーションが，不慣れな状
況ではできないことが学習上，生活上の困難を大きくしていると思われます。そこで，
保護者の願いや小学校からの情報も兼ね合わせて，今後，慣れていない場面や少し緊張
を伴う場面においても必要とされるコミュニケーションをとれることが，生徒Ｃの学習
や生活を楽に，そして豊かにするのではないかと考え，長期目標を設定しました。 
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 本時の目標： 困った場面でどうすればよいのかを考え，どんな解決方法があるかを知る。 

１ 授業中に困ったときの場面についてどうすればよい 

 かを考える。 

  ① 先生が言っていることが分からないときはどう 

   しよう？ 

  ② おなかが痛くなったときはどうしよう？ 

  ③ トイレに行きたくなったときはどうしよう？ 

 (1) 解決方法を考える。 

 (2) ロールプレイをする。 

２ 教師がいない場面で困ったときにどうすればよいか 

 を考える。 

＊ 支援員や手がかりになる友達の名前を具体的に挙げ， 

 実際的な対処法になるように展開する。 

主な学習展開 

○ 指導場面の想定 

 ・ 困ることが予想される場面を予めピック 

  アップしておく。 

 ・ 生活や学習の自然の流れの中で意図的に 

  困る場面を設定する。 

○ ターゲット場面での繰り返し指導 

 ・ 「困った時はどうするんだったかな？」 

  と教師が問いかけることを手がかりとして， 

  本人が意思表示できるようにする。 

 ・ 意思表示ができたときはすかさず褒め， 

  成功体験として蓄積できるようにする。 

○ 「分からないとき」は「分かりません」と 

 意思表示する。 

○「困ったとき」は「困っていること」を教師 

 ・支援員に伝える。 

【伝え方】 

 ① 教師・支援員の顔を見る。 

 ② 教師・支援員に手で合図をする。 

 ③ 教師・支援員を呼ぶ。 

 ④ 友達に聞く。 

特別支援学級の中で 交流学級の中で 

 本人の自発的な行
動を誘導する支援を
心がける。 

★ 自立活動の時間における指導「困ったときにどうしよう～PartⅠ～」 

これらの指導は，学習時間に限らず，あらゆる場面を捉えて指導を行う。 

授業で活用した
ワークシート 

授業後に見られた姿  

★ 自立活動の時間における指導「安心して声を出そう！会話を楽しもう！」 

本時の目標： 友達や教師と双六ゲームを楽しみながらスピーチしたり会話したりするこ 

      とで，人との会話を楽しもうという意欲や話すことへの自信をもつ。 

１ コミュニケーションの課題が書かれている手作り 

 双六のコマの指示に従って，楽しみながらスピーチ 

 をしたり，しりとりをしたりする。 

＊ コマに書かれている指示に従って課題をこなすこ 

 とを目指すが，上手くできない場合も指摘したり修 

 正したりせず，明るく共感的な雰囲気の中で十分に 

 声を出すことを楽しむことを大切にする。 

２ 自分の順番以外の場面では，友達のスピーチを聞 

 いて，言葉を返したり，表情や動作でリアクション 

 したりする。 

３ 学習の振り返りをする。 

主な学習展開 

○ テーマに沿った話を考えて楽しく話すことができ 

 た。授業以降も，教室で友達と雑談を楽しんだり， 

 ゲームを楽しんだりする姿が見られるようになった。
○ 係活動で，健康観察板を届ける養護教諭を招き， 

 一緒に双六ゲームを楽しむことができた。職員室で 

 係活動を行う際の緊張感を軽減する一助になると思 

 われた。 

授業後に見られた姿  

【双六ゲーム】 
 ○お話カード…黄 

 ○学習カード…ピンク 

 ○じゃんけんカード…紫  

 ○クイズカード…緑 

※ 止まったマスの色と同じ色のカー 

 ドを引いて，カードの指示に従いな  

 がら，ゴールを目指すゲーム。カー 

 ドの内容は生徒の実態に合わせて調 

 整する。 

☆ 普段の生活における指導 

○ 困った場面での対処法を 

 知識として理解し，ロール 

 プレイによってスキルとし 

 ての習得もできた。 

△ 授業後，習得したスキル 

 を日常生活場面で活用する 

 等の顕著な変容はすぐには 

 見られなかった。 

＊ 日々の生活の中で，機会 

 を捉えてスキル活用の指導 

 を行うことを心がけた。 
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・ 交流学級の担任に一人で質問に行くことができるようになった。 

・ 部活動で特定の先輩との人間関係ができ，その先輩には意思表示が円滑にできるようになった。 

・ 居住地交流で久しぶりに再会した友達に自分から話しかける場面が見られた。 

・ 全校集会の場面で，自分から手招きして支援員に助けを求めることができた。 

 

本時の目標： 緊張感のある場面で困ったことが生じた際に，自分から教師や支援員に 

      言葉で助けを求めることができる。 

１ 設計図を見ながら個別で作品作りを行う中で，困 

 ったときに自分から教師や支援員に助けを求める。 

 ＊ 設計図を見ながらの個人作業で進め方が分から 

  なくなる可能性が高く，助けを求める場面が生じ 

  やすい。 

 ＊ それぞれの生徒が集中して作業を行うため，静 

  かで声を出しづらい雰囲気があり，生徒Ｃにとっ 

  ての困難度は高い。 

２ 自信を深めることができるように，言葉で教師や  

 支援員に助けを求める経験をする。 

 ＊ 助けを求めることができたときには，すかさず 

  褒める。 

★ 自立活動の時間における指導「困ったときにどうしよう～PartⅡ～」 

その結果…！ 

成果と課題 改善点 

 特別支援学級で困ったとき，誰に助けを求めればよいのかが
分かり，場面に応じた意思伝達ができるようになった。ただ，
交流学級では自分から意思伝達ができない場面もまだあり，今
後の課題である。 

 交流学級では，支援員を手がかりに意
思表示ができ始めているので，一人で切
り抜けられない場合は，支援員に依頼す
るという手段を用いることを定着させた
い。 

主な学習展開 

○ 徐々にではあるが，静かな雰囲気の中でも，困っ 

 たら声を出して必要な助けを求める姿が見られるよ 

 うになった。 

○ 特別支援学級では，どのような場面でもほぼ自分 

 から必要な意思伝達ができるようになった。 

△ 交流学級でも以前に比べるとできることが多くな 

 ってきているが，場面によっては自分から意思表示 

 ができないこともある。 

授業後に見られた姿  

○ 様々な面で自信がついてきて，声が大きくなった。 

○ 引っ込み思案だったが，意欲的に取り組もうとする姿が増えた。 
○ 保護者から普段の生活の中で生き生きとしている様子が感じられるという報告があった。 

本時の目標： 職員室の入退室の際の話形や立ち居振る舞いを確認し，実地練習をした 

      後，自信をもって職員室での係活動をやり遂げることができる。 

１ 職員室への入退室の際の振る舞い方や話形を確認す 

 る。 

２ できる見通しと自信をもつことができるよう教室で 

 リハーサルを行う。 

３ 職員室への入退室に対する抵抗感の軽減が図られる 

 よう実際に職員室に行って入退室のルーティンを行っ 

 たり，職員室にいる教師と会話を交わしたりする。 

４ 学習の振り返りを行う。 

★ 自立活動の時間における指導「自信をもって職員室での係活動をやり遂げよう」 

主な学習展開 

○ 入学当初は職員室に一人では入れず，係の仕事 

 ができなかったが，友達と一緒に職員室に入室で 

 きるようになった。 

○ 入室の際は，礼をする動作のみだったが，時折， 

 声が出るようになった。その際にはすかさず褒め 

 ることを続けた。 

○ 徐々に職員室に一人で入室できるようになり， 

 １学期中には「失礼します」「○○先生に用があ 

 って来ました」と言えるようになった。その結果， 

 健康観察板を養護教諭に届けるという自分の係活 

 動をやり遂げることができるようになった。 

授業後に見られた姿  

日々の生活の中で見られるようになった姿 

助けてもら 

えますか？ 

短
期
目
標
の 

評
価 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 
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小学校B児の実践の場合  

 この実践で注目すべきは，実態把握の際に，保護者にも一緒に付箋を書い
てもらったり，医療機関からの情報も加えたりして，多面的に情報収集を行 

っていることです。  

 保護者と一緒に作業することによって，自立活動の目標を共有化でき，そ
の目標達成に向けて共同歩調で当たることができます。自立活動の指導効果
を応用させるのはなかなか難しいことです。保護者と連携しながら，学校，
家庭で一貫した指導ができることの効果は図りしれません。 

 教師が日頃から保護者の方とよい関係を構築されていたからこそ，実現で
きたすばらしい取り組みだと思います。  

 今は，B児が不安を抱いたり，混乱したりしたときに現れる独り
言等が徐々に見られなくなってきています。 

 それから，先日は，遊びの場面で，自分から「入れて」と声をか
け，友達が遊んでいるところに入っていくことができました。 

 また，B児には，独り言や相手の発話を単に繰り返してしまう反響言語等
があり，言葉が意思伝達のツールとして十分機能していない場面が多々見ら
れていました。そこで，教師は，言葉を使うことによる成功体験を多く積め
るようにすることで，Ｂ児に，言葉が有効な意思伝達のツールであることを
実感してほしいと考えました。それは，言葉が “便利なものである”とＢ児
が実感できないと，意思伝達のツールとして定着していかないと考えたから
ですね。 

  

 指導方法としては，B児の強みを生かして，場面に応じた話形指導に着目
し，身近な場所や人を対象に指導を進めていかれました。つまり，初めから，
その場に応じて臨機応変に言葉を使うことを目指すのではなく，まず，話形
による応答パターンを身に付けることによって，“自分の依頼や要求を受け
入れてもらった”とか“困った状況を助けてもらった”等の成功体験を積め
るようにすることを目指したというわけですね。  

 まだ，その場その場での臨機応変なやりとりになると難しい場面
が多いですが，人がいる場所を避けたり，逃げたりすることは少な
くなってきたように思います。今後のＢ児の成長が楽しみです。 

＊  実践を振り返って・・・  

 その結果，Ｂ児は言葉による訴えが増えてきました。そして，以前に比べ
て，人に肯定的な関心をもち，自分から関わりを求めるようになりました。
B児が人に対して以前より関心を示すようになったことは，B児の言葉が広
がる上でとても大切なことです。実際に，友達の言葉を取り込んで，実際の
場面でタイミング良く「たたいたらダメ」と言えたというエピソードもあり
ましたね。  
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 慣れない場面では，物怖じして，なかなかコミュニケーションがとれ
なかった生徒Cが少しずつ変わってきました。特に，毎日の職員室での
係活動を一人でできるようになって自信が付いてきたようです。たくさ
んの教師に褒めてもらうことが生徒Cにとって励みになっています。 

 前出の小学校Ｂ児の実践と同様に，この実践の生徒Cもコミュニケーショ
ンに課題があります。 

 しかし，同じコミュニケーションの課題でも，生徒Ｃは，Ｂ児と違って，
言葉を表出する力はあります。例えば，特別支援学級等の慣れている場所や
人間関係の中では，自分から話しかけたり，関わったりすることができます。 

 生徒Ｃの課題は，交流学級や職員室等の慣れない場所や緊張感のある場面
でのコミュニケーションにありました。 

中学校生徒Cの実践の場合  

 そこで，着目したのは，言語表出の力ではなく，状況把握の力や認知，慣
れない場面に対する極端な恐れや不安，過去の失敗体験等の心情面でした。   

 指導方法としては，ある特定の場面に絞って，成功体験を積むことで自信
を高めること，そのために困難場面を乗り切るための知識や技能を身に付け
ることでした。また，身に付けた知識や技能を実際に使えるようにするため
に，リハーサルを指導の中に位置付けることも大切にしていますね。 

 その結果，戸惑ったり迷ったりするときでも，以前のように，何もアクシ 

ョンを起こさないのではなく，声を出したり，動作で助けを求めたりする等，
ポジティブな判断，選択をするようになってきました。そして，そのことが，
生徒Ｃの生活の質を向上させているように感じます。何より，普段一番身近
にいる保護者から，生徒Ｃが生き生きと生活している様子が感じられるよう
になったとの報告があったことは本当にすばらしいと思います。 

 生徒Ｃは，今度，職場体験後の発表を特別支援学級で行うことになっ
ているのですが，みんなの前で声を出して発表する気持ちになっていま
す。特に，自分からその意思を私に伝えに来てくれたことが嬉しかった
です。 

 交流学級の授業中でも，声を出して質問ができるときもあります。今
がまさしく成長盛りなんでしょうね！ 

コラム  ～集団で行う自立活動について～ 

 子どもの障害の状態は，一人一人異なっています。自立活動の指導は，これ
まで述べてきたように，それぞれの障害による学習上又は生活上の困難に焦点
を当てて行う指導です。そのため，一人一人の指導目標や指導内容も当然違っ
てくるわけです。 

 ですから，当然，自立活動の指導計画は個別に作成され，実際の指導も，個
別指導の形態で行うことが基本になります。ただ，指導の目標を達成する上で
効果的である場合には，集団を構成して指導することも考えられます。ですが，
“集団指導，先にありき”ではないことに十分留意することが必要です。 ７３ 



自立活動学習指導案の様式例 

１ 対象児童（生徒）  第○学年 Ａ児（生徒Ａ） 

 

２ 対象児童（生徒）の実態 

 (1) 障害による学習上又は生活上の困難について 

   Ａ児（生徒Ａ）には，知的障害と自閉症の診断があり，… 

  … 

  …。 

   学習面では，… 

  … 

  …。 

   生活面では，… 

  … 

  …。 

  

(2) 困難の背景にある要因について 

   対人場面から逃げたり，困った場面で混乱したりしてしまう背景には意思伝達の困難さが… 

  … 

  …。 

 

 

 

３ 自立活動の指導目標 

  前項で示した困難やその背景要因を検討した結果，Ａ児（生徒Ａ）の意思伝達の困難さが改善されると，学 

 習や生活に意欲的に取り組みやすくなると考えられる。そこで，… 

  

 (1) 長期目標 

   

 (2) 短期目標 

 

４ 具体的な指導内容について 

自立活動学習指導案 

 

平成○年○月○日（○） 第○校時 指導者 ○○○○ 

※自立活動の指導 

「手順シート」（４６ページ） 

 自立活動で扱う「学習上又は生活上の困難」について記述します。例え
ば，１段落目に対象児童（生徒）の全体像を記述し，２段落目に学習上で
の困難，３段落目に生活上の困難を記述していきます。 

 この項目は４６ページの「手順シート」の「実態把握」欄と対応してい
ます。 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

 「学習上又は生活上の困難」の背景にある要因ついて記述していきます。 

 この項目は「実態把握」の「背景要因」欄と対応しています。 

＊ 自立活動の指導「手順シート」 

実
態
把
握 

【学習上の困難】 

【生活上の困難】 

【背景にある要因】 

長期目標 

短期目標 

選
定
さ
れ
た
項
目 

具体的な 
指導内容 

指導場面 

短期目標の 
評価 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

 Ａ児（生徒A）にとって
「これができたら，これが
改善されたら，学習や生活
がもっと楽になるだろう
な」という視点で考え，長
期目標設定に至る経緯を記
述します。 

 詳細については５１ペー
ジをご覧ください。 

 長期目標を段階的に達成するための各ステップが短期目標になります。長
期目標と短期目標の関係性等，詳細については５２ページをご覧ください。 

選
定
さ
れ
た
項
目 

健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き 
コミュニケー 

ション 

(1) 情緒の安定に関 

 すること 

(2) 状況の理解と変   

 化への対応に関す   

 ること 

(1) 他者とのかかわ 

 りの基礎に関する 

 こと 

(2) 感覚や認知の特 

 性への対応に関す 

 ること 

(5) 認知や行動の手 

 掛かりとなる概念 

 の形成に関するこ 

 と 

(1) コミュニケーシ 

  ョンの基礎的能力 

 に関すること 

(4) コミュニケーシ 

  ョン手段の選択と 

 活用に関すること 

具体的な
指導内容 

・好きな手遊びやふれあい遊びを 

 通して教師とやりとりする 

・具体物と絵カードのマッチング 

 をする 

・絵カードの使い方が分かり，要 

 求場面で絵カードを選んで渡す 

 自立活動の学習指導案形式例を示しています。このページに記述されて
いる１～４の項目については，４６ページに掲載している自立活動の指導
「手順シート」の項目と一致しています。そこで，この「手順シート」の
内容を転記していくイメージで，指導案を作成していきます。 

 「手順シート」の作成に当たっては，４７ページ以降をご覧ください。 

 「具体的な指導内容」を
考えるときの参考となる視
点が，自立活動の内容であ
る６区分２６項目です。 

 詳細については５３ペー
ジから５９ページをご覧く
ださい。 
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本時の目標 

学 習 活 動 教 師 の 支 援 

1 ○○をする 

  

  

 

 

 

 

 

・ 教師が，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・促すようにする。 

・ 本児が安心して取り組めるように，・・・・・・・・・・・・ 

２ □□をする 

 

 

 

 

 

・ … 

・ … 

・ … 

３ △△をする 
 

 

 

 

・ … 

・ … 

・ … 

  

 机の上に並べてある身近な具体物の前のミニホワイトボードに，対応する絵カー
ドを選んで貼り付けることができる。 

 … 

５ 題材について 

  (1) 題材名 「具体物と絵カードのマッチングをしよう」 

 

 (2) 題材設定の理由 

   本題材は前項で設定した具体的な指導内容の「具体物と絵カードのマッチングをする」に関わる題材であ  

  る。 

   本題材で扱う具体的な指導内容である具体物と絵カードのマッチングに関するＡ児（生徒Ａ）の実態につ 

  いて述べる。現在，身の回りの具体物については，… 

  …。 

   そこで，… 

  … 

  …。 

 

６ 題材の目標 

 

７ 指導計画 

  第１時 

  第２時 

  第３時 

 

８ 本時案 

 本題材を設定するに至った理由を記述します。例えば，１段落目には，本
題材で扱う「具体的な指導内容」，２段落目には，その「具体的な指導内
容」に関わるＡ児（生徒Ａ）の実態，３段落目には，１段落目，２段落目を
受けてどのような指導を行っていくのかという指導の方向性等を記述します。 

 このページの５～８の項目に
ついては，本時を設定するに至
る流れを記述していくことにな
ります。 

 前項４で導き出された「具体
的な指導内容」（この例では三
つあります）のどれに焦点を当
て，どの程度の時間をかけてど
のような順序で指導を行ってい
くのかを項目５～７で記述して
いきます。「具体的な指導内
容」については，それぞれ（こ
の例では三つ）を同時並行で指
導していく場合もあるでしょう
し，一つずつを一定期間ごとに
時間差を付けながら指導してい
く場合もあるでしょう。児童生
徒の実態や「具体的な指導内
容」の中身にもよると思います。 

 「具体的な指導内容」に関わるキー
ワードを含んだ題材名を設定します。 

 項目７に記述する指導計画全体（この例では３時間）を通してねらう目標
を設定します。この「題材の目標」が達成された先に短期目標があります。 

 項目６に記述した「題材
の目標」を受けて，本時の
目標を設定します。当然，
「題材の目標」よりは具体
的な記述になります。 

 題材により，１～複数時間（場合によっては10時間を超えることもありま
す）の指導のまとまりを構成し，配列します。 

 学習活動に対応した個々の
課題を具体的に記述します。 

 課題を達成するための教師
の支援や配慮事項を記述しま
す。 

 自立活動を複数の児童生徒で行う際の留意事項は
７３ページのコラムをご覧ください。そもそも，自
立活動は「個々の」児童生徒の困難を対象としてい
るので，“集団指導，先にありき”ではないことに
留意しましょう。個々の指導の目標を達成する上で
効果的である場合には，集団を構成して指導するこ
とも考えられます。その際には，例えば，指導案の
各項目について，一人一人の記述を書き分ける等の
表記の工夫が必要であると思います。本時案も児童
生徒の人数の分だけ縦に分割して（３３ページの本
時案に似通ったイメージ）書いていくことになりま
す。 

 この自立活動学習指導案例は，一人の
児童生徒を対象としたものだけれど，私
の学級には子どもが３人います。どのよ
うに書いていけばいいのかな…？ 
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＊ おわりに 
 特別支援学級は，障害のある子どもを対象として特別に編制された学級です。特別支援学級に

在籍する子どもは，目覚ましい伸びを見せることが少ないかもしれません。しかし，全ての子ど

もがそれぞれのペースで確実に成長を遂げています。その一人一人の成長の幅が見て取れるよう

になり，それに応じた指導や支援をイメージできるようになると，子どもたちと過ごす喜びや指

導・支援を行っていく醍醐味を感じることができるのではないでしょうか。 

 

 しかし，そのためには，障害特性のこと，発達のこと，教育課程のこと等，特別支援学級担任

として理解しておかなければならないことがあります。通常の学級の担任のノウハウと重なる部

分があることも確かですが，やはり，特別支援学級独自の知識や指導技術を持ち合わせることが

重要です。 

 

 本ハンドブックでは，そのような特別支援学級を担任する教員をサポートする内容をまとめて

います。特に，今回の改訂では，自立活動に関する様々な情報を追記し，より活用しやすいハン

ドブックになっていると思います。ぜひ，ご活用いただき，子どもたちの指導・支援に役立てて

いただきたいと考えています。 
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